
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
組
織
の
発
達
過
程

　
－
小
売
店
員
労
働
組
合
に
お
け
る
組
織
拡
大
の
戦
略
と
活
動
ー

林

大

樹

アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

　
　
　
目
次

は
じ
め
に

第
一
章

　
　
一

　
　
二

第
二
章

　
　
一

　
　
二

　
　
三

第
三
章

　
　
一

ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
状
況

産
業
別
に
み
た
労
働
組
合
の
組
織
状
況

小
売
業
に
お
け
る
主
要
な
労
働
組
合

ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
の
条
件

組
合
員
の
分
布

組
織
化
の
障
害

組
織
化
を
可
能
に
し
た
条
件

小
売
店
員
国
際
組
合
に
お
け
る
組
織
化
の
戦
略
と
活
動

大
会
提
禺
決
議
案
に
み
る
組
織
化
の
戦
略
と
活
動
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二
　
組
織
構
造

結
ぴ
参
考
文
献

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
八
○
年
代
に
は
い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
勢
力
の
退
潮
傾
向
が
さ
か
ん
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
、
そ
の
活
動
の
重
要
な
二
本
柱
で
あ
る
組
織
化
（
o
お
塁
目
お
）
と
使
用
者
と
の
交
渉
（
鼠
磯
魯
旨
お
）
の

両
方
で
カ
の
低
下
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
労
働
組
合
組
織
率
は
、
全
産
業
の
平
均
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
長
期
低
落
傾
向
を
依
然
と
し
て
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
。
賃
金
交
渉
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
一
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

じ
ま
る
戦
後
最
大
の
不
況
以
降
、
「
譲
歩
交
渉
」
を
強
い
ら
れ
る
主
要
組
合
が
続
出
し
て
い
る
。

　
．
一
う
し
た
傾
向
の
背
景
に
は
、
技
術
革
新
、
産
業
構
造
の
変
化
、
世
界
経
済
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
地
位
の
変
化
、
政
府
の
政
策

の
変
化
、
経
営
者
と
労
働
者
の
意
識
と
行
動
の
変
化
な
ど
多
く
の
要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
が
労
働
組

合
に
対
し
て
不
利
に
作
用
し
た
こ
と
が
、
労
働
組
合
勢
力
の
地
盤
沈
下
と
み
ら
れ
る
現
象
の
有
力
な
原
因
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
労
働
組
合
は
環
境
の
変
化
を
一
方
的
に
受
容
す
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
逆
に
環
境
に
対
し
て
主
体
的
に
働
き
か
け
る
運

動
体
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
実
際
そ
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
が
自
ら
を
取
り
巻
く
環
境
条
件
と
自
ら
の
内
部
資
源
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
自
分
た
ち
の
組
織

を
長
期
的
に
維
持
．
発
展
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
立
て
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
労
使
関
係
分
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析
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　
い
ま
ま
で
述
べ
た
問
題
意
識
を
も
ち
つ
つ
も
、
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
限
定
さ
れ
た
課
題
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、

小
売
店
員
国
際
組
合
（
男
卑
毘
9
霞
寄
H
旨
①
ヨ
当
9
巨
O
巳
9
）
の
組
織
化
活
動
を
扱
う
。
こ
の
労
働
組
合
は
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヰ
レ

け
る
代
表
的
な
全
国
・
国
際
組
合
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
だ
け
で
な
く
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
の
組
織
拡
大
の
減
速

期
に
お
い
て
、
最
も
顕
著
な
組
織
化
活
動
の
成
功
を
示
し
た
労
働
組
合
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
従
来
か
ら
、
こ
の
組
合
に
注
目
し
た
研
究
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
中
に
は
エ
ス
テ
イ
（
困
㊤
円
梓
窪
ψ
国
警
2
）
な
ど

に
よ
る
優
れ
た
研
究
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
研
究
の
行
わ
れ
た
時
期
は
ほ
と
ん
ど
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に

か
け
て
で
あ
る
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
主
た
る
関
心
が
従
来
、
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
運
動
の
不
毛
地
帯
で
あ
っ
た
小
売
業
の
領
域

に
お
け
る
組
織
急
成
長
の
背
景
に
あ
る
環
境
条
件
の
変
化
と
今
後
の
組
織
拡
大
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
あ
り
、
小
売
店
員
国
際
組
合
の

戦
略
・
行
動
な
ど
主
体
的
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
労
働
組
合
の
組
織

化
活
動
に
と
っ
て
の
環
境
の
分
析
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
内
部
資
源
分
析
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
エ
ス
テ
イ
な
ど
に
よ
る
従
来

の
研
究
の
弱
点
を
補
う
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
本
稿
は
、
ま
ず
第
一
章
で
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
状
況
を
観
察
し
、
研
究
対
象
と
し
て
小
売
店
員
国
際
組
合
を

取
り
上
げ
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
の
障
害
と
な
る
要
因
を
み
た
上
で
、
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
化

の
成
功
を
支
え
た
条
件
を
検
討
す
る
。
こ
の
章
で
は
主
と
し
て
エ
ス
テ
イ
の
論
稿
に
も
と
づ
い
て
検
討
を
行
い
、
従
来
の
研
究
の
限
界
を

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
を
示
す
。

　
第
三
章
で
は
、
前
章
で
提
出
さ
れ
た
研
究
課
題
に
接
近
す
る
た
め
、
大
会
議
事
録
、
役
員
報
告
書
な
ど
の
原
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

23？
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小
売
店
員
国
際
組
合
に
お
け
る
組
織
化
の
戦
略
と
活
動
の
特
色
を
探
る
。

　
（
－
）
　
近
年
の
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
・
運
動
の
抱
え
る
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
整
理
し
た
論
文
と
し
て
（
秋
元
〔
一
九
八
五
〕
）
を
参
照
。

　
（
2
）
　
た
と
え
ば
、
（
桑
原
〔
一
九
八
ご
）
を
参
照
。

　
（
3
）
　
ア
メ
リ
カ
食
品
小
売
業
に
お
け
る
近
年
の
労
使
交
渉
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
（
林
〔
一
九
八
四
f
〕
）
で
紹
介
を
試
み
て
い
る
。

　
（
4
）
　
カ
ナ
ダ
な
ど
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
以
外
の
・
ー
カ
ル
組
合
を
傘
下
に
も
つ
全
国
組
合
を
国
際
組
合
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
。

第
一
章
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
状
況
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一
　
産
業
別
に
み
た
労
働
組
合
の
組
織
状
況

　
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
の
状
況
は
、
他
産
業
と
比
べ
て
、
ど
の
程
度
の
水
準
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
米
国
商
務
省
国
勢
調
査
局
（
d
・
ω
・
U
o
℃
p
詳
旨
o
暮
9
9
ヨ
ヨ
寓
8
し
w
ロ
お
弩
9
9
0
9
富
島
）
が
、
一
九
八
○
年
五
月
に
実
施
し

た
「
現
行
人
口
調
査
」
（
O
ξ
蚕
濤
男
8
巳
蝕
8
ω
弩
話
ざ
略
称
C
P
S
）
に
よ
る
と
、
民
間
お
よ
ぴ
政
府
部
門
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
賃

金
・
俸
給
労
働
者
八
、
七
四
八
万
人
の
二
三
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
、
O
O
九
万
五
〇
〇
〇
人
が
労
働
組
合
員
（
従
業
員
連
合
メ
ン

バ
ー
を
含
む
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
C
P
S
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
○
年
の
ア
メ
リ
カ
の
産
業
全
体
の
労
働
組
合
組
織
率
は
二
三
・

○
バ
ー
セ
ン
ト
と
推
定
さ
れ
る
（
園
U
ω
［
ら
o
。
占
）
。

　
次
に
第
－
ー
－
表
で
同
じ
く
一
九
八
○
年
五
月
実
施
の
C
P
S
か
ら
産
業
別
の
労
働
組
合
員
数
と
組
織
率
を
み
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
組
合
員
数
に
つ
い
て
最
大
の
セ
ク
タ
ー
は
製
造
業
で
あ
り
、
実
数
で
六
七
七
万
一
〇
〇
〇
人
、
産
業
計
に
対
す
る
構
成
比
で
三



三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
四
七
四
万
三
〇
〇
〇
人
（
構
成
比
は
二
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
運
輸
、

通
信
、
公
益
事
業
が
二
九
〇
万
三
〇
〇
〇
人
（
構
成
比
は
一
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
組
合
員
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
セ
ク
タ

ー
の
構
成
比
を
合
計
す
る
と
七
割
強
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
セ
ク
タ
ー
に
続
い
て
政
府
の
一
八
一
万
二
〇
〇
〇
人
（
構
成
比
は
九
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
卸
売
業
と
小
売
業
を
合
わ
せ
た

アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

第1－1表産業別，労働組合員数と組織率（1980年5月）

　　産　業　諄ノ警暢ヒ硯野

産業計　　20，095100．0　23・0
　農　 業510．33．5
　鉱　 業2861．432．1
　建　　設　　業　　1，574　　7．8　　3L6

　製造業6，77133．732．3
　運輸，通信，公益事業　　　2，903　　　14．4　　　48，0

　商業1，7538．710．1
　　卸売業3891．g11．4
　　小売業1，3636．89．8
　金融，保険，不動産　　　190　　　0．9　　　3．7
　サ　　　ー　　　ビ　　　ス　　　業　　　　　　4，743　　　　　　　23，6　　　　　　　18。9

林業，漁業　12　0．1 13．5

政　　府1，8129．033．8
注＝本表で労働粗合員とは労働組合または従業員連合のメンバーである賃金・

　　俸給雇用労働者を示す。構成比は4捨5入のため，産業計は100％にな
　　らない。組織率は賃金・俸給雇用労働者総数に占める労働組合員数の比
　　率である。

出所；BLS〔1981〕，pp．18－2L

商
業
の
一
七
五
万
三
〇
〇
〇
人
（
構
成
比
は
八
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
建
設
業
の
一
五
七
万
四
〇
〇
〇
人
（
構
成
比
は
七
．

八
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
組
合
員
数
規
模
か
ら
み
た
主
要
な
産
業

セ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
売
業
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
組
合
員
数
は
ニ
ニ
六
万
三

〇
〇
〇
人
、
構
成
比
は
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
次
に
産
業
別
に
組
織
率
を
み
る
と
、
運
輸
、
通
信
、
公
益

事
業
が
四
八
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
高
く
、
政
府
（
三

三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
製
造
業
（
三
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

鉱
業
（
三
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
建
設
業
（
三
一
・
六
バ

ー
セ
ン
ト
）
な
ど
の
セ
ク
タ
ー
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
水

準
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
セ
ク
タ
ー
に
比
べ
る
と
、
小

売
業
の
組
織
率
は
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
か
な
り
低
い
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
産
業
計
の
組
織
率
は
二
三
・
○
パ
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噂
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ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
小
売
業
の
組
織
率
は
産
業
計
の
二
分
の
一
以
下
の
水
準
で
あ
る
。

　
で
は
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
状
況
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

240



アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

　
米
国
労
働
省
労
働
統
計
局
（
d
・
ω
・
∪
Φ
麗
審
目
o
旨
9
い
呂
8
ω
日
o
費
仁
o
｛
■
3
9
望
簿
韓
認
・
略
称
B
L
S
）
が
一
九
七
八
年
ま

で
隔
年
発
行
し
て
い
た
『
合
衆
国
に
お
け
る
全
国
組
合
お
よ
ぴ
従
業
員
連
合
名
簿
』
で
は
、
全
国
組
合
な
ど
に
対
す
る
調
査
に
も
と
づ
い

て
、
労
働
組
合
員
数
の
産
業
別
分
布
の
推
計
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
小
売
業
は
卸
売
業
と
合
わ
せ
て
商
業
ま
た
は

卸
．
小
売
業
と
も
て
一
括
表
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
カ
ナ
ダ
な
ど
の
合
衆
国
以
外
の
組
合
員
を
含
む
た
め
、
そ
の
分
、
組
合
員
数
が

過
大
に
推
計
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
知
る
た
め
に
は
不
都
合
は
な
い
と
思
う
。

　
そ
こ
で
第
－
ー
2
表
で
卸
・
小
売
業
（
ま
た
は
商
業
）
に
お
け
る
組
合
員
数
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
五
六
年
の
八
八
万
三
〇
〇
〇
人

か
ら
一
九
七
八
年
の
一
七
一
万
三
〇
〇
〇
人
へ
と
二
倍
近
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
期
間
の
産
業
計
に
お
け
る
組
合
員
数
の
推
移
は

一
、
八
一
〇
万
四
〇
〇
〇
人
か
ら
二
、
一
七
四
万
二
σ
○
○
人
へ
の
一
・
二
倍
の
伸
ぴ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
卸
・
小

売
業
で
の
労
働
組
合
の
組
織
化
が
相
対
的
に
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
　
小
売
業
に
お
け
る
主
要
な
労
働
組
合

　
前
掲
の
第
－
1
2
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
一
九
七
八
年
に
卸
・
小
売
業
に
組
合
員
を
も
つ
全
国
・
国
際
組
合
は
二
一
組
合
あ
る
。
こ
れ

ら
の
中
で
主
要
な
七
組
合
の
組
合
員
数
を
示
し
た
分
が
第
1
1
3
表
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
合
員
数
が
多
い

順
に
組
合
を
並
ぺ
て
い
る
。

　
同
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
合
員
数
が
最
も
多
い
の
は
小
売
店
員
国
際
組
合
で
あ
る
。
こ
の
組
合
の
組
合
員

数
は
七
三
万
六
〇
〇
〇
人
、
卸
・
小
売
業
組
合
員
比
率
は
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
合
員
数
は
約
六
五
万
人
と
な

る
。　

小
売
店
員
国
際
組
合
に
次
い
で
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
合
員
数
が
多
い
の
は
、
こ
の
領
域
で
五
八
万
人
弱
の
組
織
人
員
を
も
つ
ト
ラ
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　　第1－3表　卸・小売業における主要労働組合の組合員数（1978年）

組合名組合員数慧香雀欝灘麟翻馨麟灘粥
小売店員国際組合　　736，000人　　　88％　　　　　647，680人　　　　647，240人

去ラック運転手組　1924，000人　　30％　　　　577，200人　　　無回答
ロ

肉切業組合　500，000人　38％　　 190，000人　　無回答

醤翻蓉’百貨脚・・人36％　7・細人　3免6・・人

統一小売労働者組　　21500人　　98％　　　　　21，070人　　　　　8，385人
合　　　　　　　　　　’

署欝蕩黎蓉一55脚人・5％　亀25・人　　一人

鱗舞灘香ビス2・脚人12％　盆52・人　竃…人
注＝卸・小売業における組合員数と販売従事職組合員数は，各組合が報告した両項目の粗合員比率を各組

　　合の縄合員数に乗じて算出した。

出所＝BLS〔1980a〕・

ッ
ク
運
転
手
組
合
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
組
合
の
卸
・
小
売
業
に
お
け

る
組
合
員
の
主
力
は
物
流
・
倉
庫
関
係
の
労
働
者
（
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
や

倉
庫
係
な
ど
）
と
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
従
業
員
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
労
働
組
合
に
次
い
で
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
合
員
数
が
多

い
の
は
肉
切
業
組
合
と
小
売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
で
あ
る
。
両
組

合
の
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
合
員
数
は
そ
れ
ぞ
れ
約
一
九
万
人
と
約
七

万
人
で
あ
る
。

　
以
上
の
四
組
合
の
他
に
も
、
統
一
小
売
労
働
者
組
合
、
国
際
港
湾
労
働

者
・
倉
庫
労
働
者
組
合
、
国
際
生
産
サ
ー
ビ
ス
販
売
労
働
組
合
な
ど
で

卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組
織
人
員
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
規
模
は
は
る
か

に
小
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
資
料
の
制
約
の
た
め
に
卸
売
業
と
小
売
業
を
一

括
し
た
数
値
で
各
組
合
の
組
合
員
数
を
み
て
き
た
。
小
売
業
だ
け
を
取
り

出
し
た
数
値
は
不
明
で
あ
る
が
、
販
売
従
事
職
に
つ
い
て
は
そ
の
組
合
員

数
が
推
計
で
き
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
数
値
を
小
売
店
員
国
際
組
合
に
つ
い

て
み
る
と
約
六
五
万
人
と
な
り
、
す
で
に
み
た
卸
・
小
売
業
に
お
け
る
組

合
員
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
組
合
と
肉
切

業
組
合
の
販
売
従
事
職
組
合
員
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
売
．
卸
売
．
百
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貨
店
労
働
組
合
で
は
約
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
売
店
員
国
際
組
合
は
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
最
も
代
表
的
な
労
働
組
合
だ
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
売
店
員
国
際
組
合
と
肉
切
業
組
合
と
小
売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
の
三
組
合
は
非
常
に
関
係
の
深
い
組
合
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
小
売
．
卸
売
．
百
貨
店
労
働
組
合
の
起
源
は
、
一
九
三
七
年
に
小
売
店
員
国
際
組
合
か
ら
分
裂
し
て
産
業
別
会
議
（
C
1
0
）

に
加
盟
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
の
・
ー
カ
ル
組
合
で
あ
る
。
ま
た
、
肉
切
業
組
合
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
組
織
化
を
め
ぐ
っ

て
、
小
売
店
員
国
際
組
合
と
の
間
で
長
ら
く
管
轄
権
紛
争
を
演
じ
る
関
係
に
あ
っ
た
が
、

第1－4表　小売店員国際組合およぴ関連組合の

　　　　　　　　組合員数の推移（1935～1980年）

警鰭員国肉切業組合釜聯

　1935　　　12，000人　　19，800人　　　　一

　1937　　18，500　　30ρOO　　40ρ00人
　1939　　　　　51，000　　　　　62，900　　　　　44，000

　1945　　　　　　96，800　　　　　105，700　　　　　　60，000

　1951　200，000　　180，000　　65，QOO

　1955　273，400　285，000　　122，700

　1960　　342，000　333，000　　143，000
　1962　　　　　364，000　　　　　333，000　　　　　159，000

　1964　　428，000　　341，000　　167，000

　1966　500，000　353，000　171，000

　1968　552，000　500，000　175，000

　1970　605，000　494，000　175，000

　1972　633，000　529，000　198，000

　1974　651，000　525，000　180，000

　1976　699，000　510，000　200，000

　1978　736，000　500，000　198，000

　19SO　　UFCW　1，300，000人　　215，000

出所＝1935～1960年にっいては，Fink，et．al〔1977〕，pp．491－

　　　495、1962剛1978年にっいては，BLS〔1980a〕，pp。88－89．

　　　1980年にっいては，U．S．BureauoftheCensus
　　　〔1982〕，p。409，

一
九
七
九
年
に
両
組
合
は
合
併
し
、
統
一
食
品

　
商
業
労
働
者
国
際
組
合
（
d
旨
ε
ロ
国
o
a

　
即
口
口
O
O
日
巳
O
【
O
艮
一
名
O
同
犀
O
円
の
一
昌
一
〇
『
昌
甲

　
註
o
β
一
q
三
8
・
略
称
U
F
C
W
）
を
結

　
成
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
U
F
C

　
W
は
一
九
八
O
年
時
点
で
組
合
員
数
が
約

　
　
一
三
〇
万
人
の
巨
大
労
働
者
組
織
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
各
組
合
の
組
合
員
数
の
推
移
は
第

　
1
1
4
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

μ
　
　
同
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
売
店
員

　
国
際
組
合
は
一
九
三
七
年
に
小
売
・
卸

　
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
が
分
裂
し
た
時
点

　
で
は
、
組
合
員
数
が
二
万
人
に
満
た
な
い
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小
さ
な
全
国
・
国
際
組
合
で
あ
り
、
そ
の
時
点
の
組
合
員
数
の
規
模
は
小
売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
よ
り
も
劣
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
の
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
拡
大
は
急
速
か
つ
着
実
で
あ
り
、
一
度
も
組
合
員
数
の
減
少
を
見
る
こ
と
な
く
、
一
九
七
九

年
の
肉
切
業
組
合
と
の
合
併
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
に
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
勢
力
の
中
で
の
相
対
的
地
位
も
格
段
に
向
上

さ
せ
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
代
半
ば
の
こ
の
組
合
の
組
織
規
模
は
、
ア
メ
リ
カ
の
全
国
・
国
際
組
合
中
三
〇
番
目
く
ら
い
の
目
立
た
な
い

存
在
で
あ
っ
た
が
、
組
合
員
数
が
七
三
万
六
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
一
九
七
八
年
に
は
、
八
番
目
に
位
置
す
る
有
数
の
大
組
合
と
な
っ
た
の

（
1
×
2
）

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
田
口
F
簿
。
毘
〔
む
N
M
〕
”
℃
や
お
一
ム
O
勢

　
（
2
）
　
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
状
況
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
林
〔
一
九
八
四
a
〕
）
で
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

　
　
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
組
織
の
現
状
に
つ
い
て
は
別
の
拙
稿
（
林
〔
一
九
八
四
c
〕
）
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

2必

第
二
章
　
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
の
条
件

　
小
売
店
員
国
際
組
合
の
急
速
な
組
織
拡
大
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
売
業
の
領
域
に
管
轄
権
を
も
つ
複
数

の
全
国
・
国
際
組
合
の
中
で
、
小
売
店
員
国
際
組
合
が
組
織
成
長
の
側
面
に
お
け
る
最
も
顕
著
な
成
果
を
収
め
る
．
』
と
が
で
き
た
の
は
な

ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
回
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
研
究
の
中
で
最
も
先
駆
的
で
、
な
お
か
つ
包
括
的
な
研
究
は
エ
ス
テ
イ

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
章
で
は
主
と
し
て
エ
ス
テ
イ
の
論
旨
を
追
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
の
特
徴
と
そ
の
規
定
要
因

を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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　　第2－1表　小売業組織化全国・国際組合の業種別組合員数（1954年）

組合名　業種、小売業計食料品店百貨店その他

　組合計506，500人280，000人75，000人151，500人
小売店員国際組合（RCIA）　246，500　　150，000　　　40，000　　56，500

肉切業組合120，000　120，000　 一　 一

論懸も更貨店労働組8似…　1軌…　2似…　5“…

トラック運転手組合　　40，000　　　一　　　　一　　40．000

その他組合計　20，000　　－　15，000　5，000
出所＝Estey〔1955a〕p．560，

備考：その他組合には，対ビルディング・サービス労働者国際組合とアメリカ縫製工合同組合が含まれる。

組
合
員
の
分
布

　
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
員
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
、
エ
ス
テ
イ
は
業
種

別
分
布
の
特
徴
と
地
理
的
分
布
の
特
徴
に
注
目
し
て
い
る
（
国
ω
器
『
〔
這
葺
〕
℃
や
ま
ふ
o
）

　
ま
ず
業
種
別
分
布
に
関
し
て
見
ら
れ
る
最
大
の
特
徴
は
、
組
合
員
が
小
売
業
の
中
で
も

食
料
品
小
売
店
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
と
や
や
古
い
時
点
の
資
料

で
あ
る
が
、
エ
ス
テ
イ
は
小
売
業
に
組
織
人
員
を
も
つ
全
国
・
国
際
組
合
の
業
種
別
組
合

員
数
を
示
し
て
い
る
（
第
2
－
－
表
）
。
組
合
計
の
業
種
別
組
合
員
数
は
食
料
品
店
が
二

八
万
人
、
百
貨
店
が
七
万
五
〇
〇
〇
人
、
そ
の
他
が
一
五
万
一
五
〇
〇
人
で
、
こ
れ
ら
の

合
計
で
あ
る
小
売
業
計
は
五
〇
万
六
五
〇
〇
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
売
業
に
お
け
る
組

合
員
の
約
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
食
料
品
店
の
従
業
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
同
表
を
組
合
別
に
み
る
と
、
小
売
店
員
国
際
組
合
は
、
同
組
合
の
小
売
業
に
お

け
る
組
織
人
員
二
四
万
六
五
〇
〇
人
の
六
割
に
あ
た
る
一
五
万
人
が
食
料
品
店
の
従
業
員

で
あ
る
。
肉
切
業
組
合
で
は
、
そ
の
小
売
業
に
お
け
る
組
織
人
員
一
二
万
人
の
全
員
が
食

料
品
店
の
従
業
員
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
組
合
で
は
、
食
料
品
小
売
業
に
組
織
化
が
集
中
す

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
小
売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
で
は
、
小
売

業
に
お
け
る
組
織
人
員
八
万
人
の
う
ち
食
料
品
店
従
業
員
は
一
万
人
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
組
合
や
そ
の
他
の
小
売
業
に
組
織
人
員
を
も
つ
組
合
で
は
、
食
料
品
店
従
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業
員
は
皆
無
で
あ
る
。

　
エ
ス
テ
イ
は
一
九
五
四
年
以
降
に
つ
い
て
は
第
2
－
1
表
の
よ
う
な
形
式
の
資
料
を
提
出
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
一
九
六
六
年
時
点
に

つ
い
て
、
監
督
職
を
除
く
一
般
従
業
員
は
小
売
業
全
体
で
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
労
働
組
合
に
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、

食
料
品
店
の
一
般
従
業
員
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
が
組
織
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
（
国
馨
2
〔
這
謹
〕
マ
鴇
）
。

ま
た
、
同
じ
く
一
九
六
六
年
に
お
い
て
、
百
貨
店
の
一
般
従
業
員
一
一
四
万
五
五
〇
〇
人
の
う
ち
労
働
組
合
員
は
十
分
の
一
以
下
で
あ
る

と
い
う
数
字
も
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
組
織
の
拡
大
過
程
で
、
組
織
化
対

象
と
し
て
の
食
料
品
小
売
店
へ
の
集
中
は
一
層
強
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
品
小
売
業
に
お
け
る
業
種
と
業
態
な
い
し
は
小
売
形
態

と
の
関
係
で
あ
る
。
労
働
組
合
が
組
織
拡
大
を
始
め
た
時
期
の
ア
メ
リ
カ
食
品
小
売
業
は
、
小
売
形
態
の
面
か
ら
言
う
と
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
転
換
と
い
う
重
要
な
革
新
の
過
程
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
ア
メ
リ
カ
の
小
売
形
態
の
発
展
過
程
を
分
析
し
た
M
・
P
・
マ
ク
ネ
ァ
と
E
・
G
・
メ
イ
の
二
人
は
「
食
品
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
一
八
五
〇
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
も
っ
と
も
重
要
な
革
新
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
」
（
討
。
Z
臥
．
沖
三
亀

〔
一
窯
e
。
邦
訳
書
、
二
四
頁
。
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
A
＆
P
（
↓
富
9
。
暮
＞
二
雪
§
卸
勺
塑
。
臨
。
目
雷

O
ρ
）
な
ど
の
食
品
雑
貨
チ
ェ
ー
ン
が
急
速
な
発
達
を
遂
げ
て
い
た
が
、
コ
九
二
〇
年
代
の
中
頃
の
チ
ェ
ー
ン
は
一
九
七
〇
年
代
の
チ
ェ

ー
ン
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ー
ン
の
個
々
の
店
舗
の
規
模
は
そ
の
競
争
相
手
の
独
立
店
よ
り
は
平
均
的
に
い
っ

て
大
き
か
っ
た
が
、
今
日
の
そ
れ
に
比
ぺ
る
と
小
規
模
で
あ
り
、
．
こ
く
限
ら
れ
た
商
品
ラ
イ
ン
し
か
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
。
や
は
り
店
員

が
い
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
向
こ
う
側
で
来
客
を
待
ち
う
け
て
い
た
し
、
チ
ェ
ー
ン
当
た
り
の
平
均
店
舗
数
は
今
日
よ
り
数
段
多
か
っ
た
。
」

（
二
一
頁
。
）
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と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
初
め
に
出
現
し
た
ス
㌧
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
は
セ
ル
フ
・
サ
ー
ピ
ス
と
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
方
式
を
武
器

に
営
業
経
費
を
切
り
詰
め
、
安
価
な
食
晶
を
不
況
に
悩
む
大
衆
に
供
給
し
た
た
め
、
広
く
顧
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

食
品
流
通
方
式
の
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
店
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
形
式
の
小
規
模
店
舗
を
数
千
も
も
つ
旧
式
の
食
品
雑
貨
チ
．
エ
ー
ン
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
を
導
入
し
た
大
規
模
店
舗
を
建
設
し
、
既
存
の
小
規
模
店
舗
を
閉
鎖
す
る
と
い
う
大
が
か
り
な
営
業
形
態
の

転
換
に
取
り
組
ん
だ
。
「
食
品
小
売
店
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
ヘ
転
換
す
る
と
い
う
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
第
二
次
大
戦
末

以
降
に
ま
で
続
い
た
」
（
二
五
頁
）
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
食
品
店
以
外
も
含
め
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
小
売
形
態
の
変
化
の
大
ま

か
な
見
取
り
図
を
第
2
1
2
表
と
し
て
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
、
小
売
労
働
組
合
員
の
地
理
的
分
布
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
第
一
に
エ
ス
テ
イ
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
は
労
働
組
合
運
動
全
般
の
動
向
と
同
じ
く
都
市

に
お
け
る
現
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
国
の
け
薯
〔
ら
＞
〕
や
u
。
。
）
。
も
ち
ろ
ん
小
売
業
は
都
市
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
産
業
で
は
な

い
。
小
売
業
、
な
か
で
も
そ
の
主
力
で
あ
る
店
舗
販
売
を
行
う
小
売
業
は
、
地
理
的
に
み
て
も
最
も
顧
客
に
近
接
し
た
産
業
の
一
つ
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
の
組
織
化
対
象
と
な
る
店
舗
従
業
員
は
都
市
に
限
ら
ず
、
小
規
模
な
町
に
も
当
然
、
分
布
し
て
い
る
。
し

か
し
、
エ
ス
テ
イ
に
よ
れ
ぱ
、
実
際
に
は
労
働
組
合
の
組
織
化
と
交
渉
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
と
専
門
化
の
経
済
性
の
両
方
の
理
由
で

組
織
化
は
人
口
五
〇
万
人
以
上
の
都
市
に
偏
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
小
売
業
を
組
織
対
象
と
し
て
い
る
個
々
の
全
国
・
国
際
組
合
に
つ
い
て
も
、
組
合
員
の
地
理
的
分
布
茸
関
す
る
興
味
深
い
特
徴

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
エ
ス
テ
イ
は
述
ぺ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
小
売
店
員
国
際
組
合
の
揚
合
、
組
合
員
全
体
の
五
分
の
一
近
い
九
万
五
〇
〇
〇
人
の
組
合
員
は
同
労
組
の
牙
城
で
あ
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
に
分
布
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
同
労
組
は
相
対
的
に
弱
い
。
同
市
で
は
、
食
品
部
門
に
つ
い
て
は
肉
切
業
組
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第2－2表アメリカにおける小売形態の変化

時期区分 第1期 第II期 第皿期

取扱い商品 1850～1930年 1930～1950年 1950～1975年
による小売形態区分

食　品　店

◎チェーンストア

肉屋一八百屋，魚屋といった特化型小売

△旧式の食贔雑貨チニーン
　　　　↓○セルフサービス・スーパー・チ』」一ンヘ

Qコンビ昌エンス・ストア

商の地位のゆるやかな儀下 の転換

過当競争の継続◎スーパーマーケット

食品以外の
ドラッグストア ○かなりの部分セルフサービスを導入し，

ほとんどチェーン化された大規模なコン
最寄品を扱う ビネーション・ドラッグ・バラエティ・ ディスカウントストアヘの転換

店舗 ストア

◎百貨店 ◎リージョナル。デパート・チェーン

◎ショッピング・センター・モール
買回品と 均一価格政策の手直し，取扱商品大幅拡 →ディスカウント小売業に転換
各稚商品を

う盾舗

Oバラエティ・チヱーン
大，セルフサービス導入

◎ディスカウント・ストア

シアーズ・ローバックとモンゴメリー・

ウオードの小売店舗の開設

△小規摸な地元商店一変化はわずか △小規模な地元商店 △小規模な地元商店

専門品と一般に ○倉庫型家具店

考えられる商品を ○カタログ・ショPルーム・ストア

扱う店舗 ○日曜大工道具。建築資材店

O高紐服専門店チェーン

◎総合通僑販売業 ◎コングロマリツト企業

その他 Qファースト・フード・チェーン
○インホーム・セリング

O自動販売機

注＝◎は小売形態の第一次的革新・Oは第二次的革新と考えられるもの・△は衰退傾向にあるものを意味する。

出所　McNaiτ＆May〔1976〕を参考に恥者が作成。

の
坤
碗



合
が
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
百
貨
店
に
つ
い
て
は
小
売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
が
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
。
他
方
、
小

売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
相
対
的
に
強
い
が
、
西
海
岸
に
お
け
る
組
合
員
数
は
取
る
に
足
ら
ず
、
中
西
部

の
組
合
員
数
も
目
立
た
な
い
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
や
岩
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
協
会
（
ω
看
R
目
畦
犀
魯
同
虜
試
言
富
）
が
一
九
六
四
年
に
三
五
〇
社
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
産
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
調
査
結
果
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
2
－
3

表
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
七
つ
の
地
方
と
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
、
組
織
化
さ
れ
た
企
業
の
比
率
を
地
方
別
に
示
し
て
い
る
。
太
平
洋
岸

アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

第2－3表スーパーマーケット産業における販

　　　　　売額別，地方別にみた労働組合組織

　　　　　化の程度（1964年）

　　　　　　　　　　　　　　組織化された企
　　　　　　　　　　　　　　業の比率（％）

　企　　　　業　　　　計　　　　　58

　　　2百万ドル未満　　　　　　　　　37
販　　　　　　　　　．
　　　2百万～10百万トル未満　　　　50
売　　10百万～25百万ドル未満　　　　66

額　　25百万削50百万ドル未満　　　　89

　　50百万～100百万ドル未満　　　　82
別　　　　　　．
　　100百万トル以上　　　　　　　　96

　　ニューイングランド　　　　　　30

　　中部大西洋岸　　　　　　　　　　67
地
　　東北中央部　　　　　　　　　　　68

　　南　東部　　　　　　　　　　20
方
　　西北中央部　　　　　　　　　　　69

　　西南中央部　　　　　　　　　　28
別　　　、
　　太平洋岸　　　　　　　　　　　100

　　カ　ナ　ダ　　　　　　　　　　　　　53

出所：Northrup＆Stoτholm〔1967〕P，34・

で
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
社
が
労
働
組
合
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
が
、

南
東
部
や
西
南
中
央
部
で
は
、
組
織
化
企
業
の
比
率

は
二
割
台
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
地
方
間
の
組
織
化

の
程
度
の
格
差
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

二
　
組
織
化
の
障
害

　
エ
ス
テ
イ
は
食
品
小
売
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
労
働

組
合
の
強
さ
と
小
売
業
の
他
の
領
域
に
お
け
る
労
働

組
合
の
成
果
の
限
界
を
確
認
し
た
上
で
、
小
売
業
に

お
い
て
労
働
組
合
が
直
面
し
て
い
る
一
般
的
な
障
害
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　　　　　第2－4表　産業別，従業員規模別事業所数（1980年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：1，000事業所

　　　従業員規模　　二
　　　　　　　　　　計　　20人未満　20～99人　100～249人　250人以上
産　業

　産業計4，5433，932　508　71　33
農林水産業　46　44　　2　　（a）　　（a〉

鉱　 業3022　6　1　1建設業417378　36　3　1製造業31919486　24　16運輸，公益事業　 167　130　　30　　6　　　2

卸売業38532456　4　1小売業1，2231，058151　12　3金融，保険不動産業　　421　　375　　　39　　　　4　　　　　2

サービス業1，278 1，153　101　 16　　7
注＝（司は500事業所未満のため表示せず。

出所；U，S，Bureau　of　the　Census〔1982〕P．530．

を
検
討
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
労
働
組
合
の
組
織
化
が
成
功
し
て
い

る
領
域
の
ほ
と
ん
ど
が
労
働
組
合
に
と
っ
て
の
障
害
が
最
小
の
領
域
だ
か

ら
で
あ
る
（
国
の
梓
2
〔
お
二
〕
つ
3
）
。

　
小
売
業
に
お
い
て
労
働
組
合
が
直
面
す
る
一
般
的
障
害
は
便
宜
上
、
二

つ
の
類
型
に
分
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
経
済
的
障
害
（
①
8
8
・

ヨ
言
o
訂
富
9
雷
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
組
織
化
の
コ
ス
ト
に
影
響
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
社
会
経
済
的
障
害
（
ω
8
δ
8
0
8
巨
o
o
訂
言
9
①
ω
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
労
働
者
の
態
度
に
影
響
し
て
い
る
（
マ
8
）
。

　
労
働
組
合
が
直
面
し
て
い
る
経
済
的
障
害
と
し
て
エ
ス
テ
イ
が
指
摘
し

て
い
る
最
大
の
障
害
は
、
小
売
業
の
立
地
的
条
件
で
あ
る
（
や
9
）
。
小

売
労
働
者
が
所
属
す
る
事
業
所
は
従
業
員
規
模
に
つ
い
て
は
小
さ
い
も
の

が
多
く
、
事
業
所
数
は
膨
大
で
あ
る
。
鉱
物
資
源
の
偏
在
に
対
応
し
て
鉱

業
の
事
業
所
が
特
定
地
域
に
集
中
的
に
立
地
す
る
よ
う
な
こ
と
は
小
売
業

の
揚
合
は
あ
ま
り
な
く
、
人
口
分
布
に
対
応
し
て
全
国
各
地
に
店
舗
は
立

地
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
売
業
に
お
い
て
は
労
働
者
の
散
在
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
る
。
こ
う
し
た
労
働
者
の
散
在
性
が
労
働
組

合
の
組
織
化
の
コ
ス
ト
を
割
高
な
も
の
に
す
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
「
時
間
当
た
り
、
あ
る
い
は
一
日
当
た
り
の
労
働
者
へ
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　　第2－5表　産業別，事業所規模（従業員規模）別雇用分布（1980年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝％，ただし各産業の計は実数，万人。

　　　　従業員規模　　呂　　　　　　　　　　　　　　　100～249　250人
産業　　　計（実数）20妹満20～99人人　以上

　産業計7484（万人）26．0　28，3　14，43L3

農林水産業29（万人）　（a）　24．1　79　（a）

鉱　　 業100（万人）12，6－26．3　19．3　4L8
建　　　　設　　　　業　　447（万人）　　　（a）　　　31．9　　　116　　　（a）

製造業2115（万人）6．518．617．857，1
運輸，公益事業463（万人）　15．9　 27，8　　18．5　37．8

卸　売　業522（万人）38．1　40．7　12．2　9，0
小　 売　 業1505（万人）　39．7　40，9　11．3　8，1
金融，保険，不動産業　　538（万人）　　30．8　　　29．8　　　12．4　　27，0

サ　ー　ビ　ス　業　1720（万人）　　30．0　　　24．8　　　14．4　　30，8

注＝（a）は表示せず。

出所；第2－4表に同じ。

の
接
触
度
を
考
え
て
み
る
と
、
小
売
労
働
組
合
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
生

産
性
は
低
下
し
が
ち
で
あ
る
し
、
一
人
当
た
り
の
組
織
化
コ
ス
ト
は
高
く

　
　
　
　
　
（
1
）

な
り
が
ち
で
あ
る
」
（
や
白
）
。

　
こ
こ
で
、
小
売
業
に
お
け
る
労
働
者
の
散
在
性
を
一
九
八
O
年
調
査
の

比
較
的
新
し
い
資
料
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
第
2
1
4
表
は
、
産

業
別
に
従
業
員
規
模
別
の
事
業
所
数
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
小
売
業
の
事

業
所
数
計
は
一
一
二
一
万
三
〇
〇
〇
事
業
所
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業

所
数
（
一
二
七
万
八
○
O
O
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る
が
、
製
造
業
の
三

一
万
九
〇
〇
〇
事
業
所
に
比
ぺ
る
と
四
倍
近
い
膨
大
な
数
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
小
売
業
で
は
従
業
員
規
模
二
〇
人
未

満
の
小
規
模
の
事
業
所
が
一
〇
五
万
八
○
○
○
あ
り
、
製
造
業
に
お
け
る

同
規
模
の
事
業
所
数
一
九
万
四
〇
〇
〇
の
約
五
・
五
倍
に
及
ん
で
い
る
。

　
次
に
第
2
1
5
表
は
事
業
所
規
模
（
従
業
員
規
模
）
別
の
雇
用
者
数
の

分
布
を
産
業
別
に
示
し
て
い
る
。
小
売
業
雇
用
者
一
、
五
〇
五
万
人
の
う

ち
の
約
四
割
が
二
〇
人
未
満
規
模
の
事
業
所
に
、
さ
ら
に
約
四
割
が
二
〇

～
九
九
人
規
模
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
売
業
雇
用

者
の
八
割
は
従
業
員
数
一
〇
〇
人
未
満
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
他
の
産
業
に
目
を
向
け
る
と
、
製
造
業
で
は
一
〇
〇
人
未
満
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第2－6表産業別女子雇用比率（1970年，

　　　　　1981年）

　　　　　　　　雇用者総数に占める

　産業女子雇用者の比率
　　　　　　　　　1970年　　1981年

産業計37．7％　42．8％
　農林水産業　　17．0　　　19．7

　鉱業7，0　15．2
　建設業　4，9　

8
．
2

　製造業　27．7　31．7
　運輸・通信そ　　　21．2　　　　26．5
　の他公益事業

　卸・小売業　　41。6　　　46．9

　　卸売業　22．4　　25．7
　　小売業　45．8　　52．0
　金融保険，　　　504　　　　58。5
　不動産

　サービス業　　60．6　　　60。9

　政　府31．5　36．0
出所：U、S．Bureau　of　the　Cens質s〔1982〕P．390，

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
て
、
雇
主
と
近
接
し
た
労
働
者
の
四
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

面
で
組
合
加
入
に
な
じ
み
に
く
い
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
群
の
存
在
が
雇
用
の
比
率
の
面
で
も
、

売
業
で
大
き
い
こ
と
が
小
売
労
働
組
合
の
組
織
化
に
と
っ
て
の
社
会
経
済
的
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

　
ま
ず
第
2
1
6
表
で
、
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
女
子
雇
用
に
つ
い
て
そ
の
比
重
を
み
て
お
こ
う
。

女
子
雇
用
者
の
比
率
を
小
売
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
が
四
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

な
っ
て
い
る
。
一
九
八
一
年
時
点
で
他
産
業
の
女
子
雇
用
比
率
を
み
る
と
、

女
子
雇
用
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
女
子
雇
用
比
率
の
も
っ
と
も
高
い
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

規
模
に
分
布
す
る
雇
用
者
数
は
製
造
業
全
体
の
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
す
ぎ
な
い
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
同
じ
規
模
に
分
布

す
る
雇
用
者
の
比
率
は
五
割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
小
売
業
に
お
け
る
労
働
者
の
散
在
性
は
比
較
的
新
し

い
資
料
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。

　
次
に
エ
ス
テ
イ
が
指
摘
す
る
社
会
経
済
的
障
害
に
つ
い
て

み
て
い
こ
う
。

　
エ
ス
テ
イ
は
労
働
組
合
に
と
っ
て
組
織
化
が
困
難
な
労
働

者
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
次
の
四
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
女
性
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
、
独
立
自
営
あ
る
い

は
管
理
者
階
層
へ
の
昇
進
を
望
む
労
働
者
、
お
よ
び
小
規
模

　
　
　
こ
れ
ら
の
労
働
者
群
は
労
働
組
合
に
対
す
る
態
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
数
に
お
い
て
も
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℃
。
9
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
表
で
雇
用
者
総
数
に
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年
が
五
二
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
と

サ
ー
ビ
ス
業
と
金
融
、
保
険
、
不
動
産
は
い
ず
れ
も
六
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
次
ぐ

252



アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

高
い
女
子
雇
用
比
率
を
示
し
て
い
る
の
が
小
売
業
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
製
造
業
の
女
子
雇
用
比
率
は
一
九
八
一
年
で
三
一
．
七
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
に
比
べ
て
小
売
業
の
女
子
雇
用
比
率
は
二
〇
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
比
率
を
第
2
1
7
表
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
同
表
は
一
九
七
七
年
時
点
に
お
け
る
産
業
別
の
パ

ー
ト
タ
イ
ム
比
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
比
率
と
は
、
賃
金
俸
給
労
働
者
に
占
め
る
週
間
労
働
時
間
が
三
五
時
間
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
者
の
比
率
で
あ
る
。
同
表
で
は
、
卸
売
業
と
小
売
業
が

第2－7表　非農業における賃金俸給労働者パートタイ

　　　　ム比率（1977年5月）

　　　　　　　パートタイム比率

　　　　　　　　　　通常もバート

産業　 タイムのもの

は
由
た
理
の

ま
的
も

的
済
る

発
経
よ

自
非
に

13．3％

％
5
D

3．4

6
，
2

25，4

9、1

19．9
5
．
2

15．2％

2．2

7
．
2

4．1
7
．
5

28，9

10．1

21．3％計業産

22．3
6
．
0

0
5
6
3
2
9
6
1

1
7
1
3
3
5
乞
且

1
1
1
1
3
1
2
1

業
業
業
業
業
不
　
業
府

　
　
　
事
　
・
ス

　
　
　
益
売
険

　
設
造
公
　
保
　
ピ

　
　
　
　
2
小
，
業

　
　
　
輸
・
融
産
一

鉱
建
製
運
卸
金
動
サ
政

注：パートタイムとは，週間労働時間が35時間未満であるもの。バートタ

　　イム比率は賃金俸給労働者に占めるパートタイム労働者の比率。

出所：Deutermann＆Brown〔1978〕P・9・

一
括
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
売
業
の
み
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
比
率
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
小
売
業
が
他
産

業
に
比
べ
て
格
段
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
比
率
の
高
い
産
業
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
卸
・

小
売
業
で
は
、
「
通
常
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
で
、
な
お
か

つ
、
そ
の
バ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
が
「
自
発
的
あ
る
い
は
非

経
済
的
理
由
に
よ
る
」
も
の
、
つ
ま
り
健
康
あ
る
い
は
そ

の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
あ
え
て
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
欲
し

な
い
労
働
者
の
比
率
が
二
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て

い
る
。
こ
の
比
率
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
一
九
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
と
か
な
り
高
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
以
外
の
産
業
で
、

こ
の
比
率
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
産
業
は
な
い
。

た
と
え
ば
製
造
業
で
は
こ
の
比
率
は
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
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に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
エ
ス
テ
イ
は
女
子
労
働
者
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
お
よ
ぴ
独
立
自
営
あ
る
い
は
管
理
者
階
層
へ
の
昇
進
を
望
む
労
働
者
は
一
般
的
に

賃
金
労
働
者
と
し
て
の
地
位
か
ら
脱
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
々
だ
と
述
ぺ
て
い
る
（
や
ひ
N
）
。
そ
う
し
た
労
働
者
群
を
労
働
組
合
が

組
織
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
か
り
に
組
織
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
基
盤
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

　
小
売
業
の
揚
合
、
小
規
模
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
々
が
多
い
こ
と
は
す
で
に
前
掲
第
2
－
5
表
で
も
み
た
通
り
で
あ
る
。
こ
う

し
た
労
働
者
で
、
し
か
も
雇
主
と
日
常
的
に
接
触
し
て
い
る
揚
合
、
そ
こ
に
労
働
組
合
運
動
が
入
り
込
む
余
地
が
一
般
的
に
言
っ
て
少
な

い
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
組
合
組
織
化
の
障
害
が
強
力
な
た
め
に
、
小
売
業
は
長
い
間
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
運
動
の
不
毛
地
帯
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
環
境
下
で
小
売
店
員
国
際
組
合
は
ど
の
よ
う
に
し
て
急
速
な
組
織
拡
大
を
な
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
次
に
、
ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
化
を
可
能
に
し
た
諸
条
件
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
－
）
　
組
織
化
の
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
労
働
者
の
散
在
性
は
組
織
化
の
き
わ
め
て
大
き
な
制
約
要
因
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
全
国
組
合

　
　
の
一
つ
で
あ
る
事
務
職
員
組
合
は
『
組
織
活
動
の
技
術
と
手
つ
づ
き
』
と
い
う
冊
子
の
中
で
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
対
し
て
注
意
を
与
え
て
い
る
が
、

　
　
そ
こ
で
次
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
新
し
い
組
合
員
を
組
織
す
る
際
に
は
最
小
限
度
の
組
織
単
位
と
い
う
こ
と

　
　
を
考
慮
に
入
れ
て
、
三
〇
人
未
満
の
組
織
活
動
を
お
こ
な
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
津
田
〔
一
九
六
七
〕
、
五
頁
〕
）
。
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三
　
組
織
化
を
可
能
に
し
た
条
件

ア
メ
リ
カ
小
売
業
に
お
け
る
労
働
組
合
員
の
分
布
状
況
の
最
大
の
特
徴
の
一
つ
は
、
組
合
員
が
食
品
小
売
業
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
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あ
ろ
う
。
こ
の
実
態
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
実
は
小
売
業
全
般
に
み
ら
れ
る
組
織
化
の
障
害
が
食
品
小

売
業
に
お
い
て
最
小
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ
ス
テ
イ
は
こ
の
点
に
注
目
し
、
小
売
店
員
国
際
組
合
の
急

速
な
組
織
拡
大
を
可
能
に
し
た
条
件
と
し
て
、
以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
ず
第
一
の
条
件
は
、
食
料
品
店
従
業
員
の
職
務
上
の
特
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
労
働
者
意
識
の
性
格
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
食

晶
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
従
業
員
の
職
務
内
容
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
労
働
者
の
職
務
内
容
よ
り
も
肉
体
労
働
者
の
職
務
内
容
に
近
か
っ
た

た
め
、
彼
ら
は
自
ら
を
「
汚
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
と
認
識
し
、
し
た
が
っ
て
正
真
正
銘
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
よ
り
も
労
働
組

合
運
動
に
対
す
る
心
理
的
抵
抗
が
小
さ
か
っ
た
の
で
あ
る
（
国
ω
叶
2
〔
お
Σ
〕
℃
や
訟
－
象
）
。

　
第
二
に
、
食
料
品
店
従
業
員
の
多
く
、
な
か
で
も
商
品
の
運
搬
、
陳
列
な
ど
の
肉
体
労
働
を
遂
行
す
る
グ
・
ー
サ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
の

大
部
分
が
男
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
組
合
組
織
化
を
可
能
に
し
た
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
女
性
が
多
数
を
占
め
る
百
貨
店
に
比

べ
て
、
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
労
働
組
合
の
組
織
化
が
格
段
に
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
業

種
別
の
男
子
雇
用
比
率
に
つ
い
て
エ
ス
テ
イ
は
一
九
六
六
年
に
お
け
る
労
働
統
計
局
の
調
査
か
ら
次
の
よ
う
な
数
字
を
引
用
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
雇
用
者
全
体
に
占
め
る
男
子
雇
用
者
の
比
率
は
小
売
業
全
体
で
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
、
百
貨
店
で
は
わ
ず
か
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト
弱
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
食
料
品
店
で
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
マ
ま
）
。

　
第
三
の
条
件
は
、
食
料
品
店
あ
る
い
は
ス
ー
パ
f
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
労
働
者
が
個
人
的
努
力
に
よ
っ
て
昇
進
す
る
機
会
が
小
売
業
の
他

の
分
野
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ス
㌧
ハ
ー
マ
；
ケ
ッ
ト
の
組
織
構
造
が
百
貨
店
に
比
べ
て
簡
素
で
あ
り
、
職
位

の
階
層
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
（
や
宅
）
。

　
第
四
の
条
件
は
、
食
料
品
店
あ
る
い
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
多
く
見
ら
れ
る
賃
金
制
度
が
歩
合
給
制
で
は
な
く
、
時
間
給
制
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
（
や
9
1
総
）
。
こ
れ
も
右
の
第
三
の
条
件
と
同
じ
く
、
労
働
者
が
個
人
的
努
力
に
よ
っ
て
自
分
の
労
働
条
件
を
向
上

255
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さ
せ
る
余
地
を
狭
く
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
が
労
働
条
件
の
向
上
を
望
む
揚
合
、
蛍
働
組
合
運
動
へ
の
期
待
度
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
の
条
件
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
の
職
業
構
造
が
単
純
な
た
め
、
職
務
内
容
の
面
な
ど
で
同
質
性
の

高
い
労
働
者
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
も
、
使
用
者
と
の
交
渉
に
つ
い
て
も
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
規
模
の
経

済
性
が
作
用
し
た
こ
と
で
あ
る
（
や
ひ
o
。
）
。

　
第
六
の
条
件
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
よ
ぴ
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
の
産
業
的
特
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
規
模
の
小
売
店
に
お

い
て
は
雇
主
と
従
業
員
の
間
の
密
接
な
人
間
関
係
が
組
合
組
織
化
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
チ
ェ

ー
ン
ス
ト
ァ
は
こ
う
し
た
人
的
関
係
を
解
体
し
、
労
働
組
合
運
動
の
入
り
込
む
余
地
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
（
や
＄
）
。

　
第
七
の
条
件
は
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
化
し
た
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
企
業
と
し
て
登
場
し
、
一
つ
の
都
市
だ
け
で
数
千
人
と

い
っ
た
単
位
で
従
業
員
を
集
積
さ
せ
た
場
合
も
あ
ら
わ
れ
て
、
組
合
組
織
化
の
規
模
の
経
済
性
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
や
＄
ー
謹
）
。

　
第
八
の
条
件
は
、
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
組
合
組
織
化
に
際
し
て
労
働
者
の
核
と
な
る
熟
練
職
種
労
働
者
の
存
在
、
す
な
わ
ち

肉
切
職
人
が
広
く
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
や
認
）
。

　
第
九
の
条
件
は
、
と
く
に
小
売
店
員
国
際
組
合
に
深
く
関
わ
る
要
因
で
あ
る
が
、
エ
ス
テ
イ
は
小
売
店
員
国
際
組
合
が
「
戦
略
的
支

援
」
を
受
け
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
や
認
ー
冨
）
。
エ
ス
テ
イ
に
よ
れ
ば
、
「
戦
略
的
支
援
」
な
い
し
は
「
戦
略
的
同
盟
」
と
は
、

食
品
小
売
業
の
中
で
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
労
働
者
層
に
組
織
基
盤
を
置
き
、
十
分
な
経
済
力
を
も
つ
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
組
合

や
肉
切
業
組
合
と
い
っ
た
強
力
な
労
働
組
合
と
他
方
で
独
力
で
は
目
標
を
達
成
し
え
な
い
従
属
的
な
労
働
組
合
で
あ
る
小
売
店
員
国
際
組

合
と
の
間
の
支
援
関
係
を
意
味
し
て
い
る
（
国
鴇
曙
〔
G
踏
9
）
。
た
と
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
者
た
ち
は
、
小
売
店
員
国
際

組
合
組
合
員
だ
け
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
痛
み
を
感
じ
な
か
っ
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
組
合
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
小
売
店
員
国
際
組
合

組
合
員
の
張
っ
た
ピ
ケ
線
の
通
過
を
断
わ
る
こ
と
は
恐
れ
た
と
い
う
（
2
0
三
胃
后
沖
ω
8
旨
o
巨
〔
一
8
ご
唱
」
。
。
1
8
）
。
ス
ト
ラ
イ

256
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キ
に
参
加
し
た
不
熟
練
職
種
の
小
売
店
員
の
補
充
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
物
流
部
門
を
押
え
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
組
合
が
言
う
こ
と

を
き
か
ず
、
商
品
の
搬
入
が
停
止
し
て
は
、
店
の
経
営
者
と
し
て
な
す
す
べ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
戦
略
的
支
援
」
を
受
け
る
う
え
で
、
小
売
店
員
国
際
組
合
が
A
F
L
加
盟
組
合
で
あ
っ
た
こ
と
は
有
利
に
作
用
し
た
。
小

売
業
に
お
い
て
戦
略
的
に
枢
要
な
位
置
に
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
組
合
も
肉
切
業
組
合
も
A
F
L
加
盟
組
合
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

点
、
小
売
・
卸
売
・
百
貨
店
労
働
組
合
は
小
売
店
員
国
際
組
合
か
ら
分
離
独
立
し
て
C
1
0
に
加
盟
し
て
い
た
た
め
、
小
売
業
に
お
い
て

強
力
な
他
組
合
の
支
援
を
受
け
る
点
で
は
不
利
な
立
揚
に
置
か
れ
て
い
た
（
国
の
富
鴫
〔
這
コ
〕
や
冨
）
。

　
第
十
の
条
件
と
し
て
は
労
働
法
の
内
容
お
よ
ぴ
そ
の
運
用
が
小
売
労
働
者
と
小
売
労
働
組
合
に
与
え
た
影
響
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全

国
労
働
関
係
局
（
N
L
R
B
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
法
の
運
用
は
小
売
労
働
者
の
大
多
数
を
全
国
労
働
関
係
法
と
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
i

法
の
保
護
か
ら
排
除
し
た
が
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
と
百
貨
店
の
従
業
員
と
労
働
組
合
は
法
に
よ
る
保
護
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
エ
ス
テ

イ
は
指
摘
し
て
い
る
（
つ
醤
）
。

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
エ
ス
テ
イ
の
分
析
は
、
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
拡
大
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る

と
思
う
。
こ
う
し
た
研
究
の
結
論
と
し
て
、
エ
ス
テ
イ
は
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
化
の
成
功
が
、
こ
の
組
合
の
組
織
化
努
力
の
食
品

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
野
へ
の
集
中
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
組
合
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

分
野
に
お
け
る
成
功
は
、
裏
返
す
と
他
の
小
売
業
の
分
野
に
お
け
る
組
織
化
の
困
難
性
を
物
語
っ
て
お
り
、
こ
の
組
合
の
限
界
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
組
合
の
成
功
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
組
合
の
発
展
を
意
味
す
る
も
の
で
は
け
っ
し

て
な
く
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
組
合
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
組
織
化
の
カ
ギ
を
発
見
し
て
は
い
な
い
と
明
確
に
述
ぺ
て
い
る
（
》

ひ
頓
）
。

　
こ
う
し
た
エ
ス
テ
イ
の
結
論
が
大
筋
に
お
い
て
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
の
後
の
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
的
発
展
の
経
過
を

25？
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み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
海
い
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
小
売
店
員
国
際
組
合
は
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
従
業

員
の
労
働
組
合
と
し
て
の
限
界
を
克
服
す
る
こ
と
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
百
貨
店
な
ど
の
分
野
で
は
顕
著
な
組
織
化
の
成
功
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
七
九
年
に
肉
切
業
組
合
と
合
併
し
て
統
一
食
品
商
業
労
働
者
組
合
を
結
成
さ
せ
る
ア
｝
と
で
、
ア
メ
リ

カ
食
品
小
売
業
に
お
け
る
産
業
別
組
合
と
し
て
の
性
楕
を
一
層
鮮
明
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
エ
ス
テ
イ
は
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
拡
大
を
分
析
す
る
に
際
し
て
、
と
く
に
分
析
枠
組
み
を
提
出
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
か
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
条
件
も
羅
列
的
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
こ
で
、
エ
ス
テ
イ
が
指
摘
し
た
諸
条
件
を
整
理
す
る
意
味
も
含
め
て
、

労
働
組
合
の
組
織
化
活
動
を
規
定
す
る
諸
要
因
を
考
察
す
る
た
め
の
概
念
枠
組
み
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
第
2
－
－
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
組
合
の
組
織
化
活
動
は
組
織
化
対
象
と
し
て
の
管
轄
権
内
労
働
者
に
対
す
る
組
織
化
主
体
と

し
て
の
労
働
組
合
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
組
織
化
活
動
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
主
体
で
あ
る
労
働
組
合
が
行
う
活
動
で
あ
る
か
ら
、

労
働
組
合
の
内
部
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
組
織
化
活
動
は
そ
の
結
果
で
あ
る
労
働
者
の
受
容
あ
る
い
は
拒
否
と
い
っ
た
反

応
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
の
反
応
は
労
働
者
の
属
性
、
職
務
内
容
、
労
働
条
件
、
意
識
な

ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
組
織
対
象
と
し
て
の
管
轄
権
内
労
働
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
は
一
つ
の
労
働
組
合
だ
け
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
し
、
た
と
え
組
織
化
活
動
を
行
わ
な
い
に
し
て
も
、
組
織
化
対
象
と
な
っ
て
い
る
労
働
者
に
重
要
な
関
係
を
も
つ
労
働

組
合
は
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
間
の
関
係
も
考
察
の
対
象
と
な
る
。
同
時
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
組
織
化
対
象
で
あ

る
労
働
者
と
雇
用
関
係
を
も
つ
使
用
者
の
性
格
や
そ
の
使
用
者
と
組
織
化
主
体
で
あ
る
労
働
組
合
と
の
間
の
関
係
も
見
落
と
せ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
当
事
者
の
性
格
や
当
事
者
間
の
関
係
に
作
用
す
る
環
境
要
因
が
あ
る
。
直
接
的
に
は
組
織
化
対
象
で
あ
る
労
働
者
の

属
す
る
産
業
の
特
性
が
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
労
働
組
合
運
動
全
般
に
も
影
響
す
る
法
律
、
政
治
、
経
済
、
社
会
状
況
な
ど
の
環
境
条
件
も

あ
る
。
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第2－1図　労働組合の組織化活動に関する概念的枠組み

　　　組織化主体としての

　　　　　労働組合

運動理念　　　　　活動目標

　　　　組織化戦略

組織構造　　　　　人的資源

　　　　緯や使用者く…⑨
　ゆ蓼’　　　　　　　　　　雇用関係レ　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ψ

　　．組織化活動
　　　　　　　　　　　　　　組織化対象としての

　　　　　　　　　　　　　　　管轄権内労働者
／
　　　　　　　　　　　　（属性，職務内容，労働条件，意識）
　　反応（受容・拒否）

虜．
　　　毒鼻ノ

　　　　　　　　　関連する
　　　　　　　　　労働組合

　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　5
環境条件（法律．政治，経済1社会状況）
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⑳
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さ
て
、
こ
う
し
た
概
念
枠
組
み
を
念
頭
に
置
い
て
、
エ
ス
テ
イ
の
分
析
を
再
検
討
す
る
と
、
エ
ス
テ
イ
の
分
析
の
力
点
が
ど
．
】
に
置
か

れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
点
に
お
け
る
分
析
が
欠
落
あ
る
い
は
不
足
し
て
い
る
か
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
エ
ス
テ

イ
の
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
化
活
動
に
関
す
る
分
析
は
、
組
織
化
対
象
と
し
て
の
管
轄
権
内
労
働
者
の
性
格
、
こ
れ
ら
労
働
者
と
使

用
者
と
の
雇
用
関
係
、
お
よ
び
関
連
す
る
労
働
組
合
と
の
組
織
間
関
係
の
三
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
点
の
分
析
は
弱
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
組
織
化
主
体
と
し
て
の
労
働
組
合
の
内
部
要
因
の
分
析
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ

る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
労
使
関
係
研
究
に
お
い
て
も
っ
と
も
切
迫
し
た
問
題
意
識
は
、
地
盤
沈
下
の
続
く
ア
メ

と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
言
え
ば
、
小
売
店
員
国
際
組
合
が
組
織
拡
大
過
程
で
ど
の
よ
う
な

組
織
化
戦
略
を
立
て
、
ど
の
よ
う
な
組
織
化
活
動
を
行
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
エ
ス
テ
イ
が
重
点
的
に
分
析
し
た
諸
点
の
中
に
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
が
い
く
つ
か
見
い
出
さ
れ
る
。
小
売
店

員
国
際
組
合
自
身
は
、
機
関
誌
な
ど
で
繰
り
返
し
自
ら
を
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
労
働
者
の
代
表
的
な
労
働
組
合
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
態
は
エ
ス
テ
イ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
組
合
の
組
合
員
の
主
力
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
グ

・
ー
サ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
組
合
は
自
ら
を
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
組
合
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
か
。
そ
の
点

が
エ
ス
テ
イ
の
分
析
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
エ
ス
テ
イ
は
女
子
労
働
者
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
が
組
織
化
の
困
難
な
労
働
者
群
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
男
子
労
働
者

の
多
い
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
組
織
化
の
重
点
を
置
い
た
こ
と
を
小
売
店
員
国
際
組
合
の
成
長
要
因
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
で

か
な
り
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
。
第
2
1
8
表
に
示
さ
れ
る
通
り
、
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
合
員
の
半
数
は
女
性
で
あ
り
、
ま
た

リ
カ
の
労
働
組
合
運
動
が
新
し
い
環
境
に
適
合
的
な
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
策
定
し
、
主
体
的
に
ど
の
よ
う
な
組
合
活
動
を
実
行
す
ぺ
き
か
、

あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
間
違
い
で
は
な
い
が
、
同
時
に
小
売
店
員
労
働
組
合
は
女
性
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
に
も
努
力
し
て
お
り
、
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第2－8表　女子組合員の多い労働組合と職員団体の女子組合員数と組合員総数に占める女子組合員の比率（1956－1976年）

1956年 1966年 1970年 1976年
組 織 名（略称）

合組子
数
女
員

　　　　女子組合　　　　　　女子組合女子比率　　　　　　女子比率
　　　　員数　　　　　　　員数

　　　　女子組合女子比率　　　　　　女子比率
　　　　員数

労　働　組　合　　全　体
労働組合およぴ職員団体全体

　千人　　　　　％　　　　千人　　　　　％
3，400　　　　　18．6　　　　　3，689　　　　　19．3

　千人　　　　　％　　　　千人　　　　　％
4，282　　20，7　　4，648　　22．0

5，398　　　　　23．9　　　　　6，438　　　　　267

会
員
維
員
服
工
員
信
業
車
鋼
ン
員
工
オ
店

協
繊
務
　
　
ス
　
憲
ジ
醐

育
店
服
　
　
　
　
　
ス
府
　
・

　
　
公
人
気
　
　
ピ
動
　
レ
　
械
ラ
売

糠
売
撃
　
・
篇
轟

全
小
合
地
婦
電
教
通
サ
自
鉄
ホ
連
機
電
小

NEA
RCIA
ACTWA
AFSCME
ILGWU
IBEW
AFT
CWA
SEIU

UAW
USA
HREU
AFGE
IAM
IUE
RWDSU

150，0

369。9

　（a）

338．1

202．5

　（a）

155．4

69，0

175．0

　（b）

176．4

　（a）

95．0

159．0

58．8

50，0

62．9
（a）

75．0

30．0
（a）

60．0

30．0

13．3
（
b
）

40．0
　（紡）

10，0

40．0

50，0

250．2

359．3

　（b）

364，1

262．5

　（b）

176．6

97．6

168．3

　（b）

202．5

50，0

83．6

112．0

　（b）

0
7
旬
o
ρ
切
っ
o
o
㈲
釦
釦
α
ρ
5
っ
㈲

50

（
8
0
3
0
（
5
5
2
8
1
2
　
4
2
1
3

726．1

NA
360．7

146，7

353．9

276．5

88．3

231．9

152，3

193．1

120．0

　（b）

　（b）

100．4

105．0

70．0

つ
A
つ
つ
O
O
O
O
つ
つ
つ
“
切
旬
石
O
O

66

78

3
雛
3
0
4
3
5
5
3
5
1
3
1
0
ー
ー
1
1
3
5
4
0

1，239．5

335．6

331，3

300．0

292．3

277，1

267．6

265．8

201．3

163．0

162．5

138．3

130．0

115．6

　95．1

　80．0

7
つ
n
O
つ
0
0
つ
O
O
5
つ
つ
石
n
…
〇

三
8
6
α
0
α
α
5
5
2
2
2
0
2
0
0

6
4
6
4
8
3
6
5
3
1
1
3
5
1
4
4

注＝1976年時点で女子組合員数が8万人以上の組合およぴ団体を女子組合員数の大きいものから順に並べた。職貫団体としては全米教育協会のみが挙げられている

　が・これについての調査結果は1970年以降に限られる。なお・（巳）は女子組合員数が5万人未満のため結果が公衷されなかったもの・（b）は回答の無いものである。

出所；LeGrandc〔1978〕p・12より作戊。
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こ
の
組
合
が
擁
す
る
女
子
組
合
員
数
は
ア
メ
リ
カ
の
全
国
組
合
の
中
で
も
上
位
に
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
が
エ

ス
テ
イ
の
分
析
だ
け
で
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
こ
う
し
た
疑
問
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
次
章
で
小
売
店
員
国
際
組
合
の
内
部
に
立
ち
入
っ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
三
章
　
小
売
店
員
国
際
組
合
に
お
け
る
組
織
化
の
戦
略
と
活
動

　
労
働
組
合
が
組
織
化
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
環
境
条
件
、
組
織
間
関
係
、
お
よ
び
組
織
化
対
象
で
あ
る
労
働
者
の
性
格
と
彼
ら
の

二
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
内
部
資
源
を
有
効
に
動
員
し
う
る
組
織
化
戦
略
を
立
て
、
効
率
的
に
組
織
化
活
動
を
遂
行

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
3
1
1
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
小
売
店
員
国
際
組
合
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
至
る
ま
で
、
急
速
か
つ
着

実
な
組
織
拡
大
を
続
け
た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
化
の
成
功
を
支
え
た
環
境
諸
条
件
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
エ
ス
テ
イ
の
論
稿
に
も
と
づ

い
て
、
す
で
に
前
章
で
か
な
り
の
範
囲
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
し
か
し
、
組
織
化
主
体
で
あ
る
小
売
店
員
国
際
組
合
の
内
部
資
源
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
エ
ス
テ
イ
の
研
究
は
や
や
不
十
分
で
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
。

　
さ
て
本
章
で
は
、
筆
者
が
利
用
可
能
な
資
料
の
制
約
の
た
め
、
限
定
さ
れ
た
局
面
に
お
け
る
こ
の
組
合
の
内
部
資
源
分
析
を
行
う
。
ま

ず
、
国
際
組
合
大
会
に
提
出
さ
れ
た
決
議
案
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
の
組
合
の
組
織
化
の
戦
略
と
活
動
の
特
色
と
変
化
を
み
て
い
く
。

次
に
、
大
会
議
事
録
お
よ
ぴ
役
員
報
告
書
な
ど
か
ら
こ
の
組
合
の
組
織
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
組
織
化
を
推
進
す
る
組
織
機
関
の
性
質
を

探
る
。
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第3－1図　小売店員国際組合およぴ関連労働組合の組合員数の推移（1935～1980年）
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一
　
大
会
提
出
決
議
案
に
み
る
組
織
化
の
戦
略
と
活
動

　
国
際
組
合
大
会
で
は
、
国
際
組
合
役
員
の
諸
報
告
と
と
も
に
、
代
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
る
決
議
案
の
審
議
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。　

大
会
に
提
出
さ
れ
た
決
議
案
は
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
大
会
に
際
し
て
設
置
さ
れ
る
各
種
の
専
門
委
員
会
に
委
託
さ
れ
る
。

専
門
委
員
会
で
は
決
議
案
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
大
会
で
報
告
す
る
。
最
後
に
大
会
で
議
決
が
な
さ
れ
、
あ
る
事
項
に
対
す
る
意
見
や

要
求
が
国
際
組
合
全
体
の
意
思
と
し
て
決
定
さ
れ
る
。

　
大
会
に
お
い
て
、
決
議
案
の
実
質
的
な
検
討
は
専
門
委
員
会
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
機
関
で
、
決
議
案
の
採
否
、
修
正
が
大
部
分
行
わ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
大
会
は
専
門
委
員
会
の
意
見
ど
お
り
に
満
揚
一
致
で
議
決
し
て
い
る
揚
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
小
売
店
員
国
際
組
合
の
大
会
に
お
け
る
決
議
の
具
体
例
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
以
下
に
示
す
の
は
、
一
九
六
三
年

に
開
催
さ
れ
た
第
二
四
回
大
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
決
議
案
で
あ
り
、
当
時
そ
の
急
成
長
が
注
目
さ
れ
、
組
織
化
活
動
に
と
っ
て
も
新

し
い
問
題
を
提
起
し
て
い
た
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
組
織
化
に
関
す
る
決
議
案
で
あ
る
。
そ
の
決
議
案
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
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「
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ア
組
織
化
の
増
加
　
決
議
案
第
二
九
二
号

　
非
食
品
の
大
量
流
通
と
セ
ル
フ
・
サ
ー
ピ
ス
を
武
器
と
す
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
出
現
は
四
半
世
紀
前
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
お
け
る
食
品
の
大
量
流
通
と
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
出
現
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
で
販
売
さ
れ
る
商
品
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
る
商
品
と
全
く
同
じ
か
、
類
似
し
た
も
の



アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

　
で
あ
る
か
、
関
連
し
た
商
品
で
あ
る
。

　
　
・
ー
カ
ル
組
合
は
多
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
組
織
化
に
成
功
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
に
対
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
賃
金
、
条

　
件
、
付
加
給
付
を
確
立
し
て
き
た
。

　
　
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ア
に
お
け
る
未
組
織
の
販
売
従
事
者
の
こ
の
面
に
お
け
る
不
均
衡
は
、
わ
が
組
合
員
の
労
働
諸
条
件
の
改

　
善
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
維
持
に
対
し
て
さ
え
深
刻
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
を
組
織
化
す
る
時
機
は
彼
ら
が
地
域
社
会
で
足
元
を
固
め
、
地
域
社
会
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
以
前
で

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
い
く
つ
か
の
・
ー
カ
ル
組
合
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
間
題
を
適
切
に
処
理
す
る
た
め
の
準
備
を
せ

　
ず
、
関
心
す
ら
持
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
さ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
際
組
合
と
・
ー
カ
ル
組
合
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
組
織
化
に
一
層
大
き
な
努
力
を
払
い
、
加
え

　
て
国
際
組
合
は
組
織
化
と
良
好
な
協
約
の
獲
得
を
欲
す
る
す
ぺ
て
の
・
i
カ
ル
組
合
に
対
し
て
一
層
多
大
な
る
支
援
を
与
え
る
こ
と
を

　
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
・
i
カ
ル
六
五
五
（
、
・
・
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
）
書
記
長
兼
財
務
長
ル
イ
ス
・
J
・
レ
ン
シ
ェ
ン
」
（
閑
臼
＞
〔
G
9
〕
℃
や
一
ミ

　
ー
軍
。
。
．
）

　
こ
の
決
議
案
は
他
の
い
く
つ
か
の
決
議
案
と
と
も
に
組
織
化
委
員
会
に
委
託
さ
れ
、
同
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な

修
正
を
施
さ
れ
て
本
会
議
に
再
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

「
決
議
案
第
二
九
二
号
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
組
織
化
を
扱
っ
て
い
る
。
委
員
会
は
全
会
一
致
で
修
正
に
同
意
す
る
こ
と
を
勧

告
す
る
。
修
正
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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『
さ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
際
組
合
と
ロ
ー
カ
ル
組
合
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
組
織
化
努
力
を
引
き
続
き
前
進
さ
せ
、
加
え
て

　
国
際
組
合
は
過
去
と
同
様
に
組
織
化
と
良
好
な
協
約
の
獲
得
を
欲
す
る
す
べ
て
の
・
i
カ
ル
組
合
に
対
し
て
支
援
を
与
え
る
こ
と
を
協

　
議
す
る
。
』
」
（
や
＆
o
）

　
こ
の
よ
う
に
決
議
案
に
は
、
な
ん
ら
か
の
特
定
の
問
題
の
認
識
と
こ
の
組
合
が
と
る
べ
き
行
動
の
意
思
表
示
す
な
わ
ち
活
動
目
標
の
提

示
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
決
議
案
に
つ
い
て
言
え
ば
、
な
ん
ら
か
の
特
定
の
間
題
の
認
識
と
は
、
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
出
現
に
よ
っ
て
生
じ
た
労
働
条
件
面
で
の
格
差
の
組
合
員
に
対
す
る
悪
影
響
で
あ
り
、
こ
の
組
合
が
と
る
ぺ
き
行

動
と
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
に
お
け
る
未
組
織
労
働
者
を
積
極
的
に
組
織
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
決
議
案
の
提
出
者
の
意

図
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ァ
の
出
現
に
対
す
る
組
合
指
導
者
の
注
意
を
喚
起
し
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
組
織
化
活
動
を
推
進
さ
せ

る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
大
会
提
出
決
議
案
は
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決

議
案
を
一
定
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
で
整
理
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
第
3
1
2
図
に
示
す
よ
う
に
、
決
議
案
の
主

た
る
関
心
の
方
向
に
も
と
づ
い
て
分
類
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
第
3
－
－
表
は
一
九
四
七
年
の
第
二
〇
回
大
会
か
ら
一
九
七
七
年
の
第
二
七
回
大
会
ま
で
の
提
出
決
議
案
の
提
出
本
数
を
関
心
の
方
向

に
よ
っ
て
分
類
し
て
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
提
出
本
数
は
大
会
・
こ
と
に
そ
の
数
が
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
そ
こ
で
各
年
の
提
出
本
数

の
総
計
を
一
〇
〇
と
し
て
、
区
分
別
の
提
出
数
の
比
率
を
示
し
た
の
が
第
3
1
2
表
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
3
1
3
表
か
ら
第
3
－
－
o
表
で
、

各
年
の
提
出
決
議
案
の
一
覧
を
同
じ
く
関
心
の
方
向
別
に
分
類
し
て
示
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
決
議
案
の
中
で
、
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
化
の
戦
略
と
活
動
に
関
連
す
る
決
議
案
を
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
第
3
i
1
1

表
に
示
し
た
。
組
織
化
活
動
は
特
定
の
環
境
の
下
で
、
特
定
の
方
法
に
よ
っ
て
、
特
定
の
対
象
に
接
近
す
る
プ
・
セ
ス
と
し
て
把
え
ら
れ
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第3－2図　決議案の分類基準（関心の方向による）

て撫｛難llする公的政策’立法

難譜関係ド｛鴇黎魏影講凝域を含む

外部環境

r響造

｛　　　国際組合　　　中間体

　　　ローカル組合

造構織組

　　　組織化活動

　　　広報・教育活動

　　　共済活動

　　　政治活動

　　　地域社会活動

組合活動

内部資源

関
心
の
方
向

る
。
ま
た
、
組
織
化
戦
略
と
は
環
境
条
件
の
的
確
な
理
解
に
も
と
づ

い
て
、
も
っ
と
も
環
境
適
合
的
な
組
織
化
の
対
象
と
組
織
化
の
方
法

を
選
択
す
る
プ
・
セ
ス
と
し
て
把
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
に
た

ち
、
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
た
決
議
案
を
そ
の
主
張
の
力
点
に
着
目
し

て
、
「
組
織
化
の
対
象
」
、
「
組
織
化
の
方
法
」
お
よ
び
「
組
織
化
の

環
境
」
に
分
け
て
表
示
し
た
。
同
表
か
ら
、
各
時
期
に
小
売
店
員
国

際
組
合
と
そ
の
・
i
カ
ル
組
合
が
直
面
し
た
切
実
な
問
題
が
決
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
ず
組
織
化
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
が
全
国
チ
ェ

ー
ン
ス
ト
ァ
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
が
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ア
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
は
コ
ン
ピ
ニ
エ

ン
ス
・
ス
ト
ア
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
が
百
貨
店
と
い
っ
た
具
合
に

組
織
化
対
象
と
な
る
小
売
形
態
が
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。　

組
織
化
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
全
国
組
織
協
議
会
、
全
国
チ
ェ
ー

ン
ス
ト
ア
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
活
動
に
関
わ
る
機
関
の
存
在
が
注

目
さ
れ
る
が
、
他
方
で
フ
ィ
ル
ム
の
利
用
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
媒
体
の
利
用
な
ど
の
広
報
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
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　　　第3－1表　RCIA大会提出決議案の提出本数　　　（単位・実数〕

　　開催年　194719511g55195glg6319671g721977

区分　　　年年年年年年年年
外部環境　　 94　17　17　53195　39183417
一　般　環　境　　38　9　7　50　190　19　172　332

　労使関係　35　1　5421201024165
社会経済　2　5　1　443　38466政　　　　　　　　　　治　　　　　　1　　　　3　　　　1　　　　3　　　25　　　　5　　　58　　　59

　国際・外国　 0　0　0　1　2　1　6　42

直接環境　5681035201185
｛
　労働者，労働組合　　　36　　6　　7　　3　　2　　5　　2　　8
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第3－2表RCIA大会提出決議案の関心の方向区分別提出比率（各年の総計

　　を100として算出）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

　　開催年　19471951195519591g631g6719721g77
区分　　　年年年年年年年年
外部環境　　 34，016，114．131．145．131。49，661．6
一　般　環　境　13。8　85　5．82g．352．715。3　g．04g、1

　労使関係　12．71．0ヰ，224，633．38．1L3245
　社会経済　0．74．70．82．311．92。44．4g，7
　政　治0．42．80．8L86．94。03。08．7
　国際・外国　 一　一　一 〇．6 0．60．8　0．3　6。2

直接環境20，27，68．3181416．10．612．5

｛　使用者7．2L92．5－0，812，10511．3　労働者，労働組合　　13．0　5．7　5．8　1．8　0．6　4。0　0，1　L2
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第3－3表第20回RCIA大会（1947年）提出決議案一覧

関　心　の　方　向 表 題
提出本数
　（小計）

外

一般環境

労使関係

性による賃金格差反対

公正な雇用慣行

奴隷的，強制的労働反対

反労働組合の法制

雇用について

18

14

1
1
1　　35

部
社会経済

価格統制

住　宅 2

政 治　人頭税 1 1

環

　　　　　現場管理者の非除外

使　用　者　A＆P社年金制度

　　　　　将来の賃金手続き

18

1

1　　20

境

直接環境

労蕎
合
働
組
労
働

全AFLメンバーのための年金制度
労働の団結

小売店員のCIO二重組合との合同
農業労働者の最低賃金

農業者と農場労働者の老後保障

農民と労働者の関係の親密化

18

14

1
1
1
1　　36

基礎構造

入会金

管轄権

頭割り納付金の増額

マイノリティーの差別反対

17

15

14

1　　37

内

部

組織構造

大

　　投票方法

　　大会開催地

　　選　挙
会
　　大会代議員等の報酬の増加

　　代議員の交通費

　　役員選挙方法

8
6
4

1
1
1
1

1

1　　51

資

源

国際組合

組合役員の年金制度

国際組合役員の給与

国際組合オルグの指名

全国組織協議会の開催

16

1

1

1　　19

270



アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

中間体合同協議会 1　　1

　　　ローカル組合の定義
ロ＿ヵル　ローカル組合役員の任期延長
組合　　　　ローカル組合有給役員の保険

　　　・一カル組合組合費の増額 4

組織化フィ／レムの利用 1　　1

広報・教育　教育的広報活動 18　18

　　　死亡給付
　　　非受益組合員
共済活動
　　　ストライキおよび防衛基金

　　　組合員の年金

21

3
1

1　26
組合活動　政治活動　政治活動について

2　　2

　　　儀式と義務の現代化
　　　・一カル組合報告取扱い

　　　月次報告の要求
その他　　　破壊活動分子
　　　共産主義者排除
　　　長期勤続者定期休暇手当

18

1
1
1
1
1　 23

（計276本）

第3－4表第21回RCIA大会（1951年）提出決議案一一覧

関心の方向 表 　　提出本数題　　（小計）

労使関係労働省にたいする生計費調査の要求　 1　1

外
部
環

　　　　　　家賃・物価統制立法

　　　　　　家賃統制
　　　社会経済住宅計画の要請
一般環境　　　　　　　安価な住宅

　　　　　　連邦政府の信用販売規制への反対 5

　　　議員候補者
政　　　治　アラスカ州の地位

　　　不法入国メキシコ人 3

境直接環境使用者論鵡慮　ド社にたいす・
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健康，福祉，年金制度

社会学研究

　　1

4

2
2

労働者，労
働組合

中央組織体への加盟

AFLサービス業部門の設立 6

基礎構造

入会金

資格停止組合員の再加入

RCIA組合員が他のAFL系組合の
　組合員資格を同時に保有すること
　の許可

組合員資格

組合費，入会金，頭割り納付金

組合名の改称

一般組合員資格

RCIA組合員が他の組合の管轄権下
　で働くことの禁止

5
5

5

2
1
1
1

1　　21

　　組織構造
内

大

　　大会代議員

　　代議員の大会出席費用のための基金

会　大会開催地にかんする規約改正

　　大会期日

　　国際組合役員選挙方法 7

部

国際組合

副組合長の任務

組合長と書記長兼財務長の給与

7地区からそれぞれ副組合長を

カナダからの副組合長

カナダヘの配慮

基金報告におけるカナダ分離 10

　　　　　地区組織
中　間　体
　　　　　カナダ・コーディネーター 2

資

源

レノカ

一
合

・
組

・一カル組合運営

・一カル組合会合に代わる職揚会合
　の許可

役員の在任期間

役員候補者資格

ローカル組合の監査

5

5

5
2

2　　19

　　　　　国際組合の組織活動のための納付金
組織化　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　増額

1

広報・教育　RCIAストアカードの図案 1　　　1

　　272
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組合活動

共済活動

死亡給付

ストライキ給付で週10ドルの最低
　保証

ストライキ給付を非組合員集団に利
　用可能に

死亡給付倍増のための頭割り納付金
　5セント増額
軍事奉仕中の給付

15

5

5

1

1　　27

ξ　の　他　国際組合の賃金政策に賛成 1 1

（計106本）

第3－5表第22回RCIA大会（1955年）提出決議案一覧

関　心　の　方　向 表 題 提出本数
　（小計）

外一般環境

部

環

　　直接環境
境

労使関係

NLRB適用範囲
制限的州法（ライト・ッー・ワーク）

日曜労働

最低賃金の増額

連邦賃金労働時間法の小売業への拡
　大 5

社会経済　社会保障給付 1 1

政 治　人種差別の禁止 1 1

　　　　　ホーン・アンド・ハーダート社

使用者労働協約の適用範囲
　　　　　派遣店員 3

労働者，労
働組合

政治教育労働者連盟への加盟

百貨店労組（RWDSU）との合併

AFL小売サーピス業部門
サーピス業協議会

管轄権侵犯の非難

カナダ・ユニオンラペル部門への加
　盟

ワ
β
1
1
1
1
　
1 7

造編組　
留
内
2

基礎構造

組合費

組合名の改称

一般組合員

歳入，財政と組合費

7
3
2
1

1



部

　　　　　　　一橋大学研究年報

組合費と入会金

組合員資格

滞納組合員

ペナルティーと異議申立て

　　1
　　1
　　1
　　1　　27

社会学研究24

資 大

　　1959年大会開催地

　　大会代議員
会
　　代議員の出費

　　国際組合役員の選挙方法

6
1
1
1

9

源 国際組合

役員の俸給

国際組合役員

カナダの副組合長

役員と健康と福祉プラン

ビジネス・エージェントの任命

4
ウ
臼
1
1
1 9

中間体カナダのコーディネーターの任命 1 1

ルカ
一
合

ロ
組

ローカル組合

・一カル組合の監査 2

　　　　　全国チェーンストアの組織化

組織化組織化キャンペーン
　　　　　ディスカウント・ハウス 3

広報・教育
組合ラペルの掲示

エンフレム 2

組合活動

共済活動

年金制度

死亡給付

組合員健康福祉プラン

27

16

2　　45

地域社会活
動

医療センター『希望の都市』の援助

消費者教育

コミュニティ資金等の支持 3

そ　　の　　他 2 2

（計120本）
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第3－6表第23回RCIA大会（1959年）提出決議案一覧

関　心　の　方　向 表 題
提出本数
　（小計）

外

部一般環境

労使関係

NLRBの活動遅滞の非難
州およぴ連邦公正雇用慣行法の通過

連邦賃金労働時間法の利益の小売業
への拡大

休日労働

最低賃金の増額

タフト・ハートレー法改正

ライト・ツー・ワーク法反対

公正労働基準法の自由化

週35時間労働

8
8

8

8
6
1
1
1
1　　42

環

社会経済

都市再開発，住宅開発，スラムー掃

自然災害被災地法制

余剰食料品の分配

天然資源，公共の土地およぴ運河 4

政

　　教育における危機

治　教育のための連邦補助金

　　税の免除 3

国際・外国　イスラエル 1 1
境

直接環境
労働者，労
働組合

合同衣服労働者のRCIA管轄権侵害

小売店員と農家との間の密接な関係
　の強化

都市中央労働組合および州連合への
　加盟 3

内

基礎構造

頭割り納付金

月ごとの組合費の増額

滞納組合員

移転およぴ脱退カード

エージェンシー・シ日ップ下の非組
　合員にかんする納付金

10

1

1

1

9　　22

大 会　1963年大会開催地 13　　13

部
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国際組合

副組合長の任務

組合長らの増給

国際組合オルガナィザー
4
2
1



　　　　　　　一橋大学研究年報

全国チェーンストア委員会

社会学研究24

　　9　　16
資

中間体チエーンストア協約にかんする全国　1
　　　　　協議会

1

源

レノカ

一
合

ロ
組

定足数

・一カル組合職員のための年金制度

カナダのローカル組合

8
6
1　　15

組織化　ライト●ツー●ワーク州における組　　1
　　　　　　織化伸長

1

広報・教育 　
段
　
手
誌
的
関
覚
機
視 2

組合活動

共済労働

年金制度

死亡給付

ストライキとロソクアウト

28

2
2　　32

政治活動アクティブ・バロット・クラブ 14　　14

地域社会活動　コミュニティ・サービス計画の創設　　2 2

（計171本）

第3－7表第24回RCIA大会（1963年）提出決議案一覧

関心　の　方　向 表 題
提出本数
　（小計）

外

労使関係

ライト・ツー・ワーク法

同一労働同一賃金

週35時間労働

ポリグラフ・テストの法律による禁止

賃金支払い差止め禁止

日曜労働

休日労働

最低賃金法制定

オートメーシ目ンとホワイトカラー

公正雇用慣行

労働組合への反トラスト法適用反対

タフト・ノ、一トレー

NLRB

19

19

18

17

15

14

10

3
1
1
1
1

1　120

部

一般環境
社会保障

老齢者医療保険 8
8
1
1 276
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環

社会経済
住宅，コミュニティ開発

全国廃疾保障制度

不況地域

国民経済と減税

若年者雇用機会

失　業

一2

1
1
1
1
1　　43

境 政

　　公民権

　　教育のための連邦補助金

　　合衆国憲法改正
治
　　選挙権等に関する黒人の運動の支持

　　セネカ・インディアン

　　民間防衛活動

18

3
1
1
1
1　　25

国際・外国
国際連合

共産主義およぴファシスト全体主義 2

直接環境

　　　　　　シアーズ・ローバック

使用者クラークス・ワーク条項の強化
　　　　　技術変化にかんする労使合同研究 3

労働者，労
働組合

農揚労働者

労働出版物協会 2

基礎構造

頭割り納付金

脱退カード

入会金と組合費

組合員の新しい分類

倫理綱領

管轄権

2
ワ
臼
1
1
1
1 8

組織構造

大

　　1967年大会都市
会年金制度の討議のための会議時間の
　　　制限

2

内

国際組合

小切手署名者

国際関係部門

ローカル組合名簿の作成，配布

9
1
1　　11

部

中間体全国チェーンストア委員会 1 1

ルカ
一
合

・
組

ローカル組合会合

只一ヵル組合基金

融資制度

14

8

1　　23
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一橋大学研究年報　社会学研究　24

，資

　　　　　RCIA管轄権の防衛
　　　　　バック・ツー・バック計画

組　織化　ディスヵウントストア組織化

　　　　　組織活動奨励のためのパンフレット
　　　　　　などを作ること

　
　
　
7

3
2
1
　
1

源

組合活動

広報・教育

J・A・サフリジ奨学基金

機関紙

RCIAストアカード
ラジオ・テレビ媒体の利用

向上心ある労働弁謹士奨学金計画

4
3
2
1
1　　11

　　　　　年金制度

共済活動健康福祉年金制度の設立

　　　　　ストライキ基金

75

1
1　　77

政治活動アクティブ・バ・ット・クラブ 1 1

活会社域地
動

コミュニティ活動部門

地域年金制度

高齢者のための健康給付 4

そ　の　他　RCIA投資クラブ 5　　　5

そ　　の　　他 15　　　15

（計360本）

第3－8表　第25回RCIA大会（1967年）提出決議案一覧

関心　の　方　向 表 題
提出本数

外

一般環境

労使関係

NLRBの活動
NLRB選挙
NLRB手続き
労働と反トラスト法

公正労働基準法改正

労働とオートメーション

賃金差し押え

宗教，人種，性，年齢，出身地を理
　由とする差別

ポリグラフ・テスト

1
1
1
1
1
1
1

1

2　　10

都市再生と移転 1
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　『　　　社会経済住宅プ・ジェクトの拡大
　　　　　　　　　　　　アメリカ商船の強化 3

部

政

　　公　害

　　公民権の支持
治
　　学校における労働教育

　　月曜の四つの国民祝日

2
1
1
1

5

環
国際・外国　イスラエルの支持 1 1

境

直接環境

　　　　　健康，福祉，年金一産業プランヘ
　　　　　　の参加

　　　　　組合保障

使用者移動可能な年金制度
　　　　　パートタイム被用者のための同一賃
　　　　　　金
　　　　　信託基金義務侵害の使用者にたいす
　　　　　　る法的制裁

10

2
1

1

1　　15

労働者，労
働組合

ゴム労働者ストライキの支持

小売労働の団結

AFL－CIO合同農業労働者組織委員
　会の支持

農業労働者の組織 5

基礎構造

組合員リスト

再加入組合員

入会金免除

軍事休暇優待カード

10

1
1
1　　13

内

大

　　国際大会と州大会代議員選挙

会選挙役員の指名時期

　　ローカル組合代議員大会出席費用 3

組織構造

国際組合

組合長らの増給

執行委員会の拡大

職員健康保険制度

職員健康福祉制度

f
Q
1
1
1

9

　　　　　地域コーディネーター計画の策定
中　間　体
　　　　　各地区団体交渉部長の地位確定 2

部 レノカ

一
合

ロ
組

・一カル組合組合員会合

・一カル組合事務所における欠員

名誉・一カル組合役員
2
1
1

4
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資

　　　　　コンビニエンスストアにおける組織
組織化　　拡大
　　　　　ワイズ・マーケット社の組織化 2

広報・教育　学校教育でのラジオ媒体利用のすすめ 1 1

組合活動
　　　　共済活動

年金制度

ストライキ・・ックアウト防衛給付

産業年金制度

死亡給付証明

27

6
3
1　　37

源
政治活動アクティブ・バロット・クラブ 1 1

　　　　　新しい本部ピル
そ　の　他
　　　　　ウソ発見器への対応 8

そ　　の　　他 5 5

（計124本）

第3－9表　第26回RCIA大会（1972年）提出決議案一覧

関心　の　方　向 表 題
提出本数
　（小計）

労使関係

雇用機会平等　　　　　　　　　甲『

ポリグラフテスト

NLRA14条B項への異議
組合契約署名獲得手段としての経済
　的行動の法的認知要求

労働者賃金安定法

時給3ドルの全国最低賃金

士5

5
1

1

1
1　　24

外

部一般環境

社会経済

経済安定法

全国健康保険

社会保障退職年齢

所得配分

身障者雇用の整備

アメリカ商船隊の強化

社会保障と福祉

強制退職反対
フランチャイズ業の規制

消費者保護

35

12

11

10

10

2
1
1
1

1　　84

ベトナム部隊撤退 11
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環　　　　　　政

　　国家予算の国内福祉への重点的配分

　　連邦資金を学校に

　　学生への無利子貸付け
治　移民農業労働者

　　公　害

　　連邦平等権法改正の支持

　　学校教育の質の向上

10

10

10

10

5
1
1　　58

国際・外国

国際・外国関係諮問委員会創設のす
　すめ

RCIA海外研究プ・グラム 6

境

直接環境

経

　　バートタイム従業員にたいする平等
　　　な処遇

営　年金の相互性

　　公民権と差別反対の勇働協約条項

　　年金給付の移動継続性

3
3
ウ
θ
－ 9

労働者，労
働粗合

小売労働の団結

非組合レタスのボイコットの支持 2

内

部

基礎構造

一般組合員組合費

組合員資格の適用

管轄権

組合名の変更

組合費最低額の増額

各月1日以前に支払われる組合費

役員・職員の定年

労働組合の社会的任務

年次組合員カード

脱退カードと軍事休暇カード

告発と審理

頭割り納付金

入会金と再加入金の除外

月次組合員資絡証明カード

平等な加盟コスト

規約改正

その他

39

38

36

31

24

11

11

10

2
2
2
1
1
1
1

1

1　　212

大造騰組
　　国際大会を5年ごとに　　　　　　　　69

ム　代議員の出費　　　　　　　　　　　　2
五
　　RCIA規約大会におけるランク・ア
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　ンド・ファイル代議員代表

次回のRCIA大会

24

73

資

源

国際組合

組合長と書記長兼財務長の給与

執行委員会

名誉役員

本部ビルの名称変更

退職職員の健康福祉給付

役員の任期

健康福祉年金委員会

団体交渉代表の仕事

執行委員会と年金健康福祉委員会

国際組合法規部

フリンジ・ペネフィッツ部設立

その他

155

65

48

32

21

17

14

10

　6

　5

　1

　7　　380

　　　　　新しい地区別部門の創設

　　　　　全国事務弁護士協議会
中　間　体
　　　　　メトロN、Y．部会再編成

　　　　　健康福祉年金合同委員会

11

6
2
2　　21

ルカ
｝
合

・
組

・一カル組合事務所の欠員

・一カル組合執行委員会

組合員会合

役員にかんする規約改正

ビジネス・エージェント

その他

65

39

37

32

15

56　244

　　　　　　コンビニエンスストアにおける組織
　　　　　　拡大

　　　　　百貨店の組織化

組織化　　　　　小売店員管轄権組織化
　　　　　百貨店諮問委員会創設のすすめ

　　　　　百貨店チーム

12

5
3
2
1　　23

広報・教育

公立学校における労働教育計画

組合ボタン

RCIAモニター・メッセージ

12

11

6　　29

組合活動　共済活動

年金制度にかんする規約の改正

緊急時の組合員への組合費からの援
　助

546

12
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組合員サーピス提供計画

争議中の組合員への貸付 564

政治活動

ABCフィールド・ディレクターと
　ABC全国協議会

ABC候補者保証
ABC州アドバイザー創設
政治的プログラム

21

5
3
1　　30

地域社会活
動

託児所

都市問題部門

退職者クラプ

ドラッグ中毒防止計画

犯罪と防犯

その他

12

1

1
1
1
2　　18

そ　の　他信託基金 100　　100

そ　　の　　他 32　　32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計1910本）

第3－10表　第27回RCIA大会（1977年）提出決議案一覧

関　心　の　方　向 表 題
提出本数
　（小計）

外

部

労使関係

労働法改正

最低賃金

ポリグラフ

ハンフリーニホーキンス完全雇用法
　案

雇用機会平等

平等権利法改正

全国健康保険

公正労働基準法下の公務員

時給3ドルの最低r公正賃金」

失　業

労働運動

26

23

22

20

20

18

17

16

1
1

1　165

一般環境

社会経済

「ギ
　

占

ル
境
独
済
需

ネ
　
油

工
環
石
経
内

18

17

16

14

1　　66
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環 政

　　消費者保護機関

　　郵便料金と労働出版物

　　税の公正
治
　　メートル法切替え

　　あらゆる連邦選挙の公的資金供給

　　ユニバーサル登録法

17

17

14

9
1
1　　59

境
国際・外国

アラブ人ボイコット

多国籍企業

国際労働機構

世界の独裁政権

デタントVS．デモクラシー

フリーダムハウスの自由にかんする
　比較調査

アムネスティ・インターナショナノレ
　請願

14

10

7
3
3

3

2　　42

直接環境

　　　　　年金の相互性

　　　　　犯罪と防犯

　　　　　前払い集団法律サービス
使　用　者
　　　　　安全と職業衛生

　　　　　団体交渉協約

　　　　　企業の民主化

24

19

17

13

3
1．　77

労巻
合
働
組
労
働

米国労働運動における戦闘的過激主
　義

FIETの共産主義者弾劾の支持

AFL－CIO労働協議会と州連盟への
　加盟

アルゼンチンの投獄された組合リー
　ダーの支持 8

基礎構造

原　則

組合員の権利と特権

脱退カードおよぴ軍事休暇優待カー
　ド

組合員資格

組合費

12

7

7

4

1　　31

内

大
　　定期国際大会代議員　　　　　　　　　6
会隣接する48州に対する国際大会の
　　　制限　　　　　　　　　　　　　1 7

組織構造
カナダの独立労働組織 12
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アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

　　　　　　　　　　　　執行委員会

　　　　　　　　　　　　退職役員・職員の健康福祉給付

　　　　　　　　　　　　任務と義務

　　　　　　国際組合企業問題部門

部　　　　　　　　　　組合長
　　　　　　　　　　　　懲戒手続と異議申立て

　　　　　　　　　　　　女性の副組合長

7
6
3
3
2
2
1　　36

レノカ

一
合

ロ
組

ローカル組合役員

ローカル組合組合管理委員会

ローヵル組合選挙

ローカル組合組合員会合

ローカル組合基金

6
4
3
2
2　　17

資 組織化未組織労働者の組織化努力の継続 26　　26

源組合活動

広報・教育

組合機関紙

教　育

組合ラベル

ユニオン・ストア・カード

国際組合バッジ

学生と組織労働

ユニオン・ショップ・カード

広報キャンペーン

19

12

9
3
3
2
1
1　　50

共済活動　年金制度 27　　27

政治活動
アクティプ・バロット・クラブ

有権者登録

16

13　　29

地域社会活
動

住　宅

託児所

AFL－CIOコミュニティ・サービス

アルコール中轟防止計画

14

12

1
1　　28

そ　　の　　他 9 9

（計6刀本）
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経織化戦略と組織化活動に関連する決議案一覧

開催年 組織化の対象 組織化の方法 組織化の環境

1947年

現揚管理者の非除外 小売店員のCIO二重
　組合との合同

国際組合オルグの指名

全国組織協議会の開催

フイルムの利用

儀式と義務の現代化

反労働組合の法制

1951年
モンゴメリー・ウォー
　ド社にたいする全国
　的取り組み

地区組織

国際組合の組織活動の
　ための納付金増額

AFLサーピス業部門
　の設立

1955年

ホーン。アンド・ハー
　ダート社

全国チェーンストアの
　組織化

ディスカウント・ハウ
　ス

百貨店労組（RWDSU）
　との合併

組織化キャンペーン

制限的州法（テイト・
　ツー・ワーク）

AFL小売サービス業
　部門

管轄権侵犯の非難

1959年

ライト・ツー・ワーク
州における組織化イ申
長

全国チェーンストア委
　員会

機関誌

視覚的手段

タフト・ノ、一トレー法
　改正

ライト・ツー。ワーク
　法反対

合同衣服労働者のRC
　IA管轄権侵害

1963年

シアーズ・ローバック

ディスカウントストア
　組織化

RCIA管轄権の防衛

ノマック・ツー・ノくック

　計画

組織活動奨励のための
　ノぐンフレットなどを
　作ること

ラジオ・テレピ媒体の
　利用

ライト・ツー・ワーク
法

1967年

コンビニエンスストア
　における組織拡大

ワイズ・マーケット社
の組織化

地域コーディネーター
　計画の策定

学校における労働教育

学校教育でのラジオ媒
　体利用のすすめ

小売労働の団結

1972年

コンピニエンスストア
　における組織拡大

百貨店の組織化

小売店員管轄権組織化

百貨店諮問委員会創設
　のすすめ

百貨店チーム

フランチャイズ業の規
　制

小売労働の団結

未組織労働者の組織化
　努力の継続

組合機関誌
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アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

　　　　　　　　　　　　　　組合ラペル

　　　　　　　　　　　　　　ユニオン・ストア・カ
　　　　　　　　　　　　　　　ード1977年
　　　　　　　　　　　　　　ユニオン・ショップ・
　　　　　　　　　　　　　　　カード

　　　　　　　　　　　　　　広報キャンペーン

る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
思
わ
れ
る
。

二
　
組
織
構
造

こ
れ
は
労
働
者
の
散
在
性
と
い
う
小
売
業
の
性
格
に
適
合
し
た
組
織
化
活
動
で
は
な
い
か

　
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
構
造
の
概
略
を
第
3
－
3
図
に
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
図
は
一
九
七
七
年

に
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
国
際
組
合
大
会
の
議
事
録
、
役
員
報
告
、
組
合
規
約
を
参
照
し
て
、
筆
者
が
作
成
し

た
推
定
組
織
図
で
あ
る
。
こ
の
二
年
後
に
小
売
店
員
国
際
組
合
は
肉
切
業
組
合
と
合
併
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

小
売
店
員
国
際
組
合
と
し
て
の
最
終
的
な
、
最
も
成
熟
し
た
組
織
構
造
を
こ
の
図
は
示
し
て
い
る
と
思
う
。

　
組
織
化
活
動
に
つ
い
て
、
こ
の
組
合
の
基
軸
と
な
っ
て
い
る
機
関
は
組
織
部
、
地
方
別
組
織
化
部
会
、
全
国

チ
ニ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
の
三
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
組
織
部
は
国
際
組
合
の
中
で
最
も
主
要
な
本
部
機
関
で
あ
り
、
組
織
部
長
は
一
九
七
七
年
時
点
で
は
第
一
副

組
合
長
の
ト
ー
マ
ス
・
G
・
ホ
エ
ー
リ
ー
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
四
年
に
は
、
薬
剤
師
な
ど
の
専
門

的
労
働
者
の
組
織
化
に
カ
を
入
れ
る
た
め
、
専
門
職
課
を
新
た
に
発
足
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
課
の
長
に
は
第
二

二
副
組
合
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ペ
リ
ー
が
着
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
組
織
部
は
次
に
述
ぺ
る
地
方
別
組
織
化

部
会
の
動
き
を
調
整
す
る
本
部
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
（
閃
9
｝
〔
ぢ
著
〕
）
。

　
地
方
別
組
織
化
部
会
は
一
九
四
五
年
五
月
に
当
時
の
組
合
長
J
・
A
・
サ
フ
リ
ジ
（
宣
日
8
≧
芸
負
望
ヰ
，

ユ
凝
o
）
に
よ
っ
て
西
部
、
中
部
、
東
部
の
三
地
方
部
会
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
サ
フ
リ
ジ
は
国
際

組
合
組
合
長
に
就
任
す
る
以
前
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
地
区
評
議
会
長
の
時
に
、
す
で
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
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　　　　　第3－3図小売店員国際組合の組織構造の概略（1977年）

　小売店貝国際組合

「一一一一一『一一一一一一一一一一一一一一一一『一一一一一一■
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　国際組合執行委融　組織部＿醐耳哉課　l

i大会 　　　　　組合員ベネフィッ螂　l
i耀　銚務長婆鍬ブ＿．ト。l
l　から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブ（ABC）部
1988名　　　副組合長（22名）　地鮒会関係部　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一一一一一一一一
諮問委員会

　　　　　　＿」
「一『一一一

地方別組織化部会（9）

部会長〔国際組合副組合長が兼任）

部会長補佐

団体交渉代表
リージョナル・コーディネーター

国際組合代表

特別代表

アドボケート部

国際・外国問題部

会計部

データ処理部

会計監査部

一般組合員部

死亡給付部

全国チェーン
ストア委員会

地区評議会

ローカル組合

執
行
委
員
会

組合長

書記長兼財務長

記録長

副組合長（3名以上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

業務代表

特別代表

臨時代表

組
合
員
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アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

第3－12表ローカル組合所在地別にみた小売店員国際組合大会出席代議員数

　　　　　　単位：実数。ただし（　）内は各年の合計に占める比率，％。

開催年　　1939年　　1947年　　1959年　　1967年　　1977年
地域区分

北　東　部

中　西　部

南 部

西　　部（婆羅齢二）

カ　ナ　ダ

合

（参考）

カリフォノレニァ州

計

75　　　　　　　　86　　　　　　　156　　　　　　　235　　　　　　　205

（41．4％）　（20，1％）　（21．8％）　（25．1％）　（20．7％）

75　　　　　　　　88　　　　　　　263　　　　　　　331　　　　　　　309

（41．4％）　（20，6％）　（36．8％）　（35．4％）　（313％）

5 628121111（2，8％）　（1．4％）　（3．9％）　（12．9％）　（11，2％）

24　　　　　　　244・　　　　　　259　　　　　　　216　　　　　　　285

（13．3％）　（57．1％）　（36，2％）　（23．1％）　（28．8％）

2　　　3　　　9　　 32　　 78（1．1％）　（0．7％）　（1，3％）　（3．4％）　（7．9％）

181　　　　　　　427　　　　　　　715　　　　　　　935　　　　　　　988

（100．0％）（100．0％）（100，0％）（100，0％）（100，0％）

14　　　　　　　161　　　　　　　152　　　　　　　117　　　　　　　157

（7．7％）　（37．7％）　（21．3％）　（12、5％）　（15．9％）

注：国際組合大会の代譲員数は・・一カル組合の組合員数に応じて決定される。1967年まで・各・一カル

組合の代躍員数は，組合員100人につき1名，最高10名のr正比例うちきり制」により決定。1977
年の代議員数決定方法は・組合員数1000人以下の・一カル組合では250人につき1名・組合員数

1001人以上3000人以下では500人につき1名増加・組合員数3001人以上7000人以下ては1000人
につき1名増加，組合員数7001人以上15，000人以下では2000人につぎ1名増加・組合員数15－001
人以上24，000人以下では3000人につき1名増加・組合員数24，001人以上のローカル組合ては代議

員数20名に固定のr逓減うちきり制」である。
出所：各年の大会議事録より作成。

に
お
い
て
積
極
的
な
組
織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
行
し
、

多
大
の
成
功
を
収
め
て
い
た
。
国
際
組
合
レ
ベ
ル
で
の

地
方
別
組
織
化
部
会
の
決
定
は
、
サ
フ
リ
ジ
方
式
の
組

織
化
活
動
が
、
こ
の
組
合
で
公
式
に
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
（
園
9
》
〔
這
ミ
〕
や
避
国
貰
ユ
話
－

ε
ロ
〔
一
8
卜
o
〕
℃
や
猛
－
一
α
し
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
3
1
1
2
表
は
ロ
ー
カ
ル
組
合
所
在
地

別
に
み
た
大
会
出
席
代
議
員
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

代
議
員
数
は
・
ー
カ
ル
組
合
の
組
合
員
数
に
応
じ
て
決

ま
る
の
で
、
代
議
員
数
を
組
合
員
数
の
代
理
指
標
と
み

な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
同
表
を
み
る
と
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
七
年
に
か
け

て
急
激
な
組
織
拡
大
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
組
織
化
の
遅
れ
の
目
立
つ
南
部
で
も
、
一
九
四

七
年
と
一
九
五
九
年
の
間
に
代
議
員
数
を
急
増
さ
せ
て

い
る
が
、
こ
の
事
実
は
一
九
五
五
年
に
こ
の
組
合
の
七

番
目
の
地
方
別
組
織
化
部
会
と
し
て
南
部
地
方
部
会
が
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥

創
設
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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な
お
、
一
九
七
二
年
の
第
二
六
回
国
際
組
合
大
会
の
時
に
九
番
目
の
地
方
別
組
織
化
部
会
と
し
て
カ
ナ
ダ
部
会
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
一
九
七
七
年
時
点
で
の
地
方
別
組
織
化
部
会
は
九
つ
で
、
各
地
方
部
会
長
は
九
人
の
国
際
組
合
副
組
合
長
が
兼
務
し
て
い
る
（
閃
O
H
＞

〔
一
ゆ
著
〕
）
。

　
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
は
こ
の
組
合
の
公
式
の
機
関
で
は
な
い
。
し
か
し
、
M
・
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
「
小
売
店
員
国
際
組
合
で

サ
フ
リ
ジ
組
合
長
が
発
展
さ
せ
た
最
重
要
の
組
織
機
関
の
一
つ
は
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
で
あ
る
」
（
出
巽
㎏
言
鴨
8
〔
ち
9
〕
や

鴇
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
は
公
式
の
機
関
で
は
な
い
た
め
、
組
合
規
約
に
も
何
ら
の
規
定
は
な
く
、
開
催
時
期
も
定
期
的
で
は
な

く
、
議
題
も
一
定
で
は
な
い
。
一
九
五
九
年
の
第
二
三
回
大
会
の
議
事
録
か
ら
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
大
会
の
開
催
年
月
と
議
題
を
拾

う
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
国
臼
＞
〔
一
ゆ
姶
〕
℃
や
8
－
9
し
。

第
一
回
、

第
二
回
、

第
三
回
、

第
四
回
、

第
五
回
、

第
六
回
、

第
七
回
、

ま
た
、

動
の
開
始
の
決
定
を
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
で
行
っ
て
い
る

　
一
九
五
二
年
十
二
月
、
「
セ
ー
フ
ウ
ェ
イ
社
と
の
紛
争
に
つ
い
て
」

　
一
九
五
三
年
一
月
、
「
モ
ン
ゴ
メ
リ
i
・
ワ
ー
ド
社
に
対
す
る
組
織
化
の
開
始
に
つ
い
て
」

　
一
九
五
三
年
三
月
、
「
組
織
化
及
ぴ
教
育
会
議
に
つ
い
て
」

　
一
九
五
四
年
十
一
月
、
「
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ワ
ー
ド
社
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
」

　
一
九
五
七
年
一
月
、
「
テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
ク
ロ
ー
ガ
ー
社
と
の
紛
争
に
つ
い
て
」

　
一
九
五
七
年
十
月
・
「
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ワ
ー
ド
社
と
の
協
約
締
結
交
渉
に
つ
い
て
」

　
一
九
五
九
年
二
月
、
「
衣
料
品
販
売
店
の
分
野
に
お
け
る
組
織
活
動
に
つ
い
て
」

一
九
六
〇
年
七
月
に
は
ア
メ
リ
カ
最
大
の
小
売
企
業
シ
ア
ー
ズ
・
・
ー
バ
ッ
ク
社
に
対
す
る
全
国
的
な
消
費
者
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閑
臼
》
〔
一
〇
ひ
ω
〕
や
一
N
）
。
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こ
の
よ
う
に
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
は
・
ー
カ
ル
組
合
の
個
別
的
対
応
で
は
十
分
な
成
果
を
期
待
で
き
な
い
問
題
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
規
模
化
、
チ
ェ
ー
ン
化
し
た
小
売
企
業
の
経
営
組
織
に
労
働
組
合
が
有
効
に
対
処
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

結
び

アメリカ小売業における労働組合組織の発達過程

　
小
売
店
員
国
際
組
合
の
組
織
化
を
成
功
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
主
体
的
要
因
に
つ
い
て
、
本
稿
で
展
開
し
た
内
部
資
源
分
析
に
よ
っ
て

明
ら
か
と
な
っ
た
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
組
織
構
造
の
面
で
は
、
組
織
化
推
進
機
関
と
し
て
の
地
方
別
組
織
化
部
会
と
全
国
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ァ
委
員
会
が
有
効
で
あ
っ
た
。

　
地
方
別
組
織
化
部
会
は
組
織
化
活
動
に
際
し
て
の
組
合
の
内
部
資
源
の
重
点
的
投
入
に
適
合
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
全
国
チ
ニ
ー
ン
ス
ト

ァ
委
員
会
は
、
チ
ェ
ー
ン
化
し
、
大
規
模
化
し
た
小
売
企
業
の
経
営
組
織
に
対
応
し
た
組
織
化
活
動
を
組
合
が
機
動
的
に
実
行
す
る
の
に

適
合
し
た
組
織
形
態
で
あ
っ
た
。

　
次
に
組
合
活
動
の
面
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
を
利
用
し
た
広
報
活
動
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
小
売
労
働
者
が
多
数

の
小
規
模
事
業
所
に
散
在
す
る
状
況
に
適
合
し
た
組
織
化
支
援
活
動
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
組
合
が
実
態
は
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
代
表
的
労
働
組
合
と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
た

こ
と
は
、
小
売
労
働
者
の
特
性
に
適
合
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
小
売
店
員
国
際
組
合
は
広
報
活
動
面
に
お
い
て
自

ら
を
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
組
合
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
労
働
組
合
と
の
差
別
化
を
は
か
り
、
従
来
の
労
働
組
合
運
動
に

な
じ
み
に
く
い
と
さ
れ
て
い
た
女
子
労
働
者
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
の
可
能
性
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
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お
、
本
稿
で
は
、
こ
の
組
合
の
組
織
拡
大
の
主
体
的
要
因
と
し
て
重
要
な
人
的
資
源
、
す
な
わ
ち
組
合
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
や
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
の
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
紙
幅
の
余
裕
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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げ
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秋
元
樹
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一
九
八
五
〕
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我
々
は
今
ど
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の
か
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I
U
A
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を
中
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に
ー
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社
会
政
策
学
会
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第
二
九
集
『
先
進
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に
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働

　
運
動
』
、
御
茶
の
水
書
房
。

林
大
樹
〔
一
九
八
四
a
〕
、
「
米
国
小
売
店
員
労
働
組
合
の
歴
史
的
背
景
」
『
一
橋
研
究
』
、
四
月
。

同
〔
一
九
八
四
b
〕
、
「
米
国
に
お
け
る
小
売
業
の
労
使
関
係
（
－
）
ー
雇
用
の
特
色
」
『
労
政
時
報
』
、
七
月
二
七
日
。

同
〔
一
九
八
四
c
〕
、
「
米
国
に
お
け
る
小
売
業
の
労
使
関
係
（
2
）
1
労
働
組
合
組
織
の
現
状
」
『
労
政
時
報
』
、
八
月
三
日
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同
〔
一
九
八
四
d
〕
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米
国
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お
け
る
小
売
業
の
労
使
関
係
（
3
）
1
労
働
組
合
の
組
織
活
動
」
『
労
政
時
報
』
、
八
月
十
日
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・

同
〔
一
九
八
四
e
〕
、
「
米
国
に
お
け
る
小
売
業
の
労
使
関
係
（
4
）
ー
労
働
協
約
に
み
る
賃
金
と
雇
用
」
『
労
政
時
報
』
、
八
月
二
十
四
日
。
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同
〔
一
九
八
四
f
〕
、
「
米
国
に
お
け
る
小
売
業
の
労
使
関
係
（
5
）
ー
労
使
関
係
の
動
向
」
『
労
政
時
報
』
、
九
月
七
日
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同
〔
一
九
八
四
9
〕
、
「
米
国
に
お
け
る
小
売
業
の
労
使
関
係
（
6
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1
直
面
す
る
問
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状
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対
応
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時
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原
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津
田
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労
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一
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一
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